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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部と操作部とを有する内視鏡と、前記内視鏡を収納するケースと、を有する内視鏡
システムにおいて、
　先端から差し込まれた前記挿入部を巻き取る回動可能な挿入部収納ドラムと、
　前記挿入部収納ドラムに先端より巻き取り収納される前記挿入部の飛び出しを規制する
飛び出し防止部材と、
　前記内視鏡の前記操作部を前記挿入部収納ドラムの上方に規制して保持するつばを備え
た操作部保持部と、
　前記ケースの上蓋に設けられ、前記操作部保持部に保持される前記操作部を押さえる衝
撃吸収部材と、を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　挿入部と操作部とを有する内視鏡と、前記内視鏡を収納するケースと、を有する内視鏡
システムにおいて、
　前記ケースは、
　先端から差し込まれた前記挿入部を巻き取る回動可能な挿入部収納ドラムと、
　前記挿入部収納ドラムに先端より巻き取り収納される前記挿入部の飛び出しを規制する
飛び出し防止部材と、
　前記内視鏡の前記操作部を前記挿入部収納ドラムの上方に規制して保持するつばを備え
た操作部保持部と、
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　前記ケースの上蓋に設けられ、前記操作部保持部に保持される前記操作部を押さえる衝
撃吸収部材と、を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項３】
　前記飛び出し防止部材は、巻き取り収納される挿入部を取り囲むように配置されている
ことを特徴とする請求項１又は２記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記挿入部収納ドラムは、さらに前記挿入部収納ドラムの回動に対して抵抗部材を備え
ていることを特徴とする請求項１乃至３に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記抵抗部材は、前記挿入部収納ドラムの回動に摩擦抵抗を与える摩擦スポンジである
ことを特徴とする請求項４記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記摩擦スポンジは、前記円板の一方の面と仕切り板とによって押し縮められるように
構成されることを特徴とする請求項５記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記挿入部収納ドラムは、ドーナツ状の２つの円板と、２つの前記円板に挟まれ、前記
円板よりも小さい外径を有するドーナツ状のスポンジと、を具備することを特徴とする請
求項１乃至６に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記スポンジは、２つのスポンジから構成されることを特徴とする請求項７記載の内視
鏡システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　内視鏡と、前記内視鏡と共に使用する例えば光源装置、電源装置、撮像制御装置、表示
装置といった前記内視鏡の周辺装置と、前記内視鏡及び前記周辺装置を一体に収納するケ
ースと、を有する内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、体腔内に細長な挿入部を挿入することにより体腔内臓器等を観察することができ
る内視鏡が医療分野で広く用いられている。また、医療分野以外においても、例えばボイ
ラ、タービン、エンジン、化学プラント等の配管内の検査といった各種産業分野で広く用
いられている。
【０００３】
　内視鏡は、保管や運搬を行い易いように、トランク型のケースに収納されることがある
。また、このケースには、内視鏡を使用する検査で内視鏡と共に使用する例えば電源装置
、観察対象物を照明するための照明光を発生する光源装置、観察対象物を撮像する内視鏡
に備えた撮像手段を制御して観察対象物像の映像信号を得る撮像制御装置であるカメラコ
ントロールユニット（以下ＣＣＵと呼ぶ）、内視鏡で撮像した観察対象物像を表示するた
めの液晶表示装置（以下ＬＣＤと呼ぶ）等の表示装置、といった内視鏡の周辺装置も収納
されることがある。
【０００４】
　本明細書では、内視鏡と、内視鏡の周辺装置と、内視鏡及び周辺装置を一体に収納する
ケースと、からなるシステムを内視鏡システムと呼んでいる。また、ケースに収納されて
いる機器を収納機器と呼んでいる。
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－５７２９９号
【特許文献２】ＵＳＰ５，３１４，０７０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
 本発明は、運搬時の振動によって操作部が操作部用の収納箇所から飛び出すことを防止
することができる内視鏡システムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　挿入部と操作部とを有する内視鏡と、前記内視鏡を収納するケースと、を有する内視鏡
システムにおいて、先端から差し込まれた前記挿入部を巻き取る回動可能な挿入部収納ド
ラムと、前記挿入部収納ドラムに先端より巻き取り収納される前記挿入部の飛び出しを規
制する飛び出し防止部材と、前記内視鏡の前記操作部を前記挿入部収納ドラムの上方に規
制して保持するつばを備えた操作部保持部と、前記ケースの上蓋に設けられ、前記操作部
保持部に保持される前記操作部を押さえる衝撃吸収部材と、を具備することを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１０】
 本発明は、運搬時の振動によって操作部が操作部用の収納箇所から飛び出すことを防止
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）
　図１は内視鏡の概略構成を説明する図、図２はケースの外観図（正面図）、図３はケー
スの外観図（右側面図）、図４は上蓋と胴との当接部分の形状を説明する断面図、図５は
上蓋開放状態での収納機器配置を説明する図（平面図）、図６は上蓋開放状態でのＬＣＤ
を取り外した収納機器配置を説明する図（平面図）、図７はケーブル等の配置を説明する
図（正面図）、図８は電源装置の接続ケーブル等を説明する図（右側面図）、図９はケー
ブル端固定具の配置を説明する図（正面図）、図１０はケーブル端保持具の配置を説明す
る図（平面図）、図１１はケーブル端保持具の配置を説明する図（正面図）、図１２は仕
切り板の配置を説明する図（平面図）、図１３は仕切り板の配置を説明する図（正面図）
、図１４はＣＣＵの寸法を示す図（（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面図）、図１５はブラケ
ットを付けたＣＣＵの寸法を示す図（（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面図、（Ｃ）は右側面
図）、図１６は光学アダプタ収納具の構成を説明する図、図１７は操作部保持具の構成を
示す図（平面図）、図１８は操作部保持具等の配置を説明する図（正面図）、図１９は操
作部保持具等の配置を説明する図（右側面図）、図２０は挿入部収納ドラムの機能概要を
説明する図（平面図）、図２１は挿入部収納ドラムの構成を説明する図（正面図）、図２
２は挿入部飛び出し防止部材の配置を説明する図（正面図）、図２３は挿入部飛び出し防
止手段の変形例の構成を示す図（（Ａ）は正面図、（Ｂ）は右側面図）、図２４はドラム
押さえ衝撃吸収部材の配置を説明する図（正面図）、図２５はドラム押さえ衝撃吸収部材
の配置を説明する図（左側面図）、図２６は収納時の表示装置保持手段の構成を示す図（
右側面図）、図２７は使用時の表示装置保持手段の構成を示す図（右側面図）、図２８は
高さ位置調整ノブの構成を説明する図、図２９はボール雲台の構成を示す図（（Ａ）は正
面図、（Ｂ）は右側面図）、図３０は使用時の内視鏡システムの外観を示す図（右側面図
）である。
【００１２】
　各図内に示されている前後左右上下の方向は、図２内及び図３内に示されている前後左
右上下の方向を基準としている。各図中、格子縞模様の部分はスポンジ等の弾性部材が配
設されていることを示している。
（構成）
　図１を使用して、本実施の形態における内視鏡システムを構成する内視鏡２４の概略構
成を説明する。内視鏡２４は、この内視鏡２４を操作者が把持したり操作するための操作
部４１を有している。
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【００１３】
　この操作部４１からは、観察対象物に挿入するための挿入部４２が延出している。この
挿入部４２の先端部分には、観察対象物を撮像するための例えば図示しないＣＣＤ等の撮
像手段及び観察対象物の照明や撮像ための図示しない光学系等を有する先端部４２ａが備
えられている。
【００１４】
　先端部４２ａの一部又は全部は、着脱可能な光学アダプタ２６により構成されている。
光学アダプタ２６を取り換えることにより、観察対象物に対する視野角、視野方向、観察
深度、明るさ等を変更することができるようになっている。
【００１５】
　操作部４１の側部からは、内視鏡２４に照明光を供給するための図示しないＬＧファイ
バ（本明細書では、ライトガイドをＬＧと略す）等を内部に挿通させたＬＧケーブル４３
が延出している。ＬＧケーブル４３の他端には、照明光を発生する光源装置２３に着脱自
在に接続するためのＬＧコネクタ４４が設けられている。ＬＧファイバは、ＬＧコネクタ
４４から、ＬＧファイバ４３、操作部２４、挿入部４２内を挿通して、先端部４２ａまで
延びている。これにより、光源装置２３で発生した照明光は、先端部４２ａから観察対象
物に照射されるようになっている。
【００１６】
　ＬＧコネクタ４４からは、前記撮像手段を制御し前記撮像手段で撮像した観察対象物像
の電気信号を受けて観察対象物像の映像信号を出力する機能等を有する撮像制御手段であ
るＣＣＵ２２に接続するためのＣＣＵコネクタ４６を端部に備えたＣＣＵケーブル４５が
延出している。前記撮像手段からは、前記撮像手段を制御する電気信号や前記撮像手段か
らの観察対象物像を伝送する電気信号等を伝送するための図示しない電気ケーブルが、挿
入部４２、操作部２４、ＬＧケーブル４３、ＬＧコネクタ４４、ＣＣＵケーブル４５、Ｃ
ＣＵコネクタ４６内を挿通し、ＣＣＵ２２に接続されるようになっている。
【００１７】
　ＣＣＵ２２から出力された観察対象物の映像信号は、この映像信号を伝送するための映
像信号ケーブル３７を通り、観察対象物像を表示するための表示装置であるＬＣＤ２７入
力され、ＬＣＤ２７は観察対象物像を表示するようになっている。
【００１８】
　図２乃至図３を使用して、内視鏡２４、内視鏡２４と共に使用する例えば光源装置２３
、ＣＣＵ２２、電源装置２１、ＬＣＤ２７といった内視鏡２４の周辺装置を一体に収納す
るためのケース１の構成を説明する。ケース１は上蓋２、胴３、底蓋４から主に構成され
る。
【００１９】
　上蓋２は、プラスチックシートを圧縮成形や真空成形して形成された蓋構成部材５及び
この蓋構成部材５の下端部に取り付けられたアルミニウム等で形成されたフレーム６等か
ら構成される。
【００２０】
　胴３は、プラスチックシートを圧縮成形や真空成形して形成された２つの同一形状の胴
構成部材７、これら２つの胴構成部材７を接続するアルミニウム等で形成されたフレーム
８、上端部及び下端部にそれぞれ取り付けられたフレーム９、フレーム１０等から構成さ
れる。
【００２１】
　底蓋４は、上蓋２を構成する蓋構成部材５と同様に形成された蓋構成部材５及びこの蓋
構成部材５の上端部に取り付けられたアルミニウム等で形成されたフレーム１１等から構
成される。
【００２２】
　上蓋２と胴３とは、ケース１後側の蝶番１２で開閉自在に接続されている。同様に、底
蓋４と胴３とは、ケース１後側の蝶番１２で開閉自在に接続されている。蝶番１２は、上
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蓋２を胴３から特定の角度以上に開き、上蓋２を左方向或いは右方向にずらすことによっ
て、上蓋２を胴３から外せるようになっている。同様に、底蓋４も胴３から取り外せるよ
うになっている。ケース１の前側つまり蝶番１２の配設された側と反対側には、バックル
１３が配設されており、上蓋２や底蓋４を胴３に閉じたとき、これら上蓋２や底蓋４が開
かないようにロックすることができる。蓋構成部材５や胴構成部材７には、ケース１を補
強するための突起１６や凹み１７が設けられている。
【００２３】
　上蓋２の上面には、ケース１を持ち運ぶための可倒式の上部取っ手１４が設けられてい
る。また、胴３の側面には、２個の可倒式の側部取っ手１５が取り付けられている。
【００２４】
　図４を使用して、上蓋２を胴３に閉じた際の上蓋２と胴３との当接部分の構成を説明す
る。フレーム６はフレーム６の略全周にわたって上蓋２の蓋構成部材５の下端に外嵌して
おり、フレーム９はフレーム９の略全周にわたって胴３の胴構成部材７の上端に外嵌して
いる。
【００２５】
　上蓋２を胴３に閉じると、フレーム６の下端面とフレーム９の上端面とは略全周にわた
って当接するようになっている。フレーム６の下端面には略全周にわたって凸部が形成さ
せており、この凸部に対応するフレーム９の上端面の位置には略全周にわたって凹部が形
成されている。これら凸部と凹部とは略全周にわたって噛み合わさり、上蓋２を胴３に隙
間無く閉じることができる。底蓋４と胴３との当接部分についても同様の構成となってい
る。
【００２６】
　図５乃至図６を使用して、ケース１に収納される収納機器の配置を説明する。図５に示
すように、蓋２を開けた際の胴３の開口面を上方から見ると、右端の後寄りの個所には、
内視鏡システムの各部に電源を供給するための電源装置２１が配置されている。
【００２７】
　電源装置２１の左側の略中央寄りの個所には、ＣＣＵ２２が配置され、ＣＣＵ２２の左
側の略中央寄りの個所には、左端に隙間を残して、光源装置２３が配置されている。
【００２８】
　電源装置２１、ＣＣＵ２２、光源装置２３といったスイッチ類の備えられている収納機
器は、スイッチ類の配設されている操作面が開口面側を向くように配置されている。
【００２９】
　また、光源装置２３やＣＣＵ２２といったスイッチ操作を頻繁に行う収納機器は、スイ
ッチ操作を行い易いように、開口面の略中央寄りの個所に配置されている。後端の左寄り
の個所には、取り扱い説明書２５が配置されている。
【００３０】
　前端のやや右寄りの個所には、ＬＣＤ２７をケース１に保持するための後述する表示装
置保持手段を構成する後述する伸縮ポール１０２、ボール雲台１０４が配置され、表示装
置保持手段の上端には、ＬＣＤ２７が取り付けられている。
【００３１】
　ＬＣＤ２７は、収納時には、表示装置保持手段の配設されている側とは反対側つまり後
側つまり表示装置保持手段から見て開口面の中央側に向かって倒して収納されている。こ
の時、ＬＣＤ２７は、表示面２７ａが上方を向くように倒されて収納されている。
【００３２】
　また、蓋２の開口面を見ると、左寄りの個所には、光学アダプタケース２６ｃを収納す
るための光学アダプタ収納具２６ａが配設され、光学アダプタケース２６ｃには、挿入部
４２から取り外された光学アダプタ２６が収納されている。
【００３３】
　また、図５からＬＣＤ２７を取り外して上方から見た図６に示すように、胴３の開口面
の後側のやや右寄りの個所には、収納時には、内視鏡２４の操作部４１が収納されている
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。
【００３４】
　操作部４１が収納される個所の左側には、挿入部４２を巻き取って収納する回動可能な
ドラムである挿入部収納ドラム４９が配置されている。挿入部４２は、収納時には、挿入
部収納ドラム４９に巻き取られて収納されている。
【００３５】
　図６乃至図７に示すように、開口面の前端の左寄りから左端の前寄りの個所にかけては
、ＬＧケーブル４３を収納するためのスペースであるＬＧケーブル収納スペース４７が設
けられており、ＬＧケーブル収納スペース４７には、収納時には、ＬＧケーブル４３が収
納されている。操作部２４から延出するＬＧケーブル４３は、一旦上蓋２内のスペースを
通り、ＬＧケーブル収納スペース４７でループしてＬＧコネクタ４４に至る。
【００３６】
　ＬＧケーブル４３は上蓋２内のスペースも通るため、光学アダプタ収納具２６ａ等とい
った上蓋２内に配設されている部材は、上蓋２を閉じた際にＬＧケーブル４３と干渉しな
い位置に配置されている。
【００３７】
　ＬＧコネクタ４４は光源装置２３に、ＣＣＵコネクタ４６はＣＣＵ２２に接続された状
態で収納されている。これらＬＧコネクタ４４、ＣＣＵコネクタ４６を予め接続した状態
で収納し、運搬時の振動等によるＬＧコネクタ４４、ＣＣＵコネクタ４６の破損等を防止
している。
【００３８】
　図７に示すように、電源装置２１の底面には、外部の図示しないＡＣコンセント等のＡ
Ｃ電源に接続するためのＡＣケーブル３１が着脱自在に接続されている。ＡＣケーブル３
１は、収納時には、予め電源装置２１に接続されている。
【００３９】
　電源装置２１は、ＡＣ電源から電力供給を受け、ＡＣ－ＤＣ変換をして、各部にＤＣ電
源を供給する。そこで、電源装置２１の底面には、光源装置２３、ＣＣＵ２２、ＬＣＤ２
７にＤＣ電源をそれぞれ供給するためのＤＣケーブル３２、３３、３４の一端がそれぞれ
着脱自在に接続されており、他端はそれぞれ光源装置２３の底面、ＣＣＵ２２の底面、Ｌ
ＣＤ２７の右側面に着脱自在に接続されている。これらのＤＣケーブル３２、３３、３４
の両端は、収納時には、予め各収納機器に接続されている。
【００４０】
　ＣＣＵ２２の底面には、映像信号ケーブル３７の一端が着脱自在に接続されており、他
端はＬＣＤ２７の右側面に着脱自在に接続されている。映像信号ケーブル３７の両端は、
収納時には、予め各収納機器に接続されている。
【００４１】
　図８に示すように、ケース１は底蓋４を有しているため、収納機器の保守や交換等を行
う際には、底蓋４を開けることにより、電源装置２１の底面に接続されている接続ケーブ
ルを着脱する作業を容易に行うことができるようになっている。図８では電源装置２１の
底面についてのみ示しているが、ＣＣＵ２２の底面、光源装置２３の底面に接続されてい
るケーブルついても同様である。
【００４２】
　図９を使用して、外部機器へ接続するための収納機器に接続されているケーブルである
外部機器接続用ケーブルについて説明する。
【００４３】
　ケース１に収納されているＬＣＤ２７に映像を表示する以外に、外部ＶＴＲ、外部表示
装置、外部コンピューター等といった外部機器に接続して、映像の表示、記録、加工等を
行う場合があり、このような場合には、これらの外部機器にも電源や映像信号等を供給す
る。
【００４４】
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　そこで、電源装置２１には、外部機器に電源を供給するための予備用の１個以上のＤＣ
ケーブル３５の一端が着脱自在に接続されている。
【００４５】
　また、ＣＣＵ２２には、外部機器に映像信号を供給するための１個以上の映像信号ケー
ブル３８の一端が着脱自在に接続されている。
【００４６】
　また、内視鏡２４の操作部４１には、図示しないマイクや各種スイッチが設けられてい
る場合があり、これらから出力された信号は、ＣＣＵ２２を介して、ＣＣＵ２２の底面に
着脱自在に接続される１個以上の音声信号等ケーブル３９から出力される。
【００４７】
　本明細書では便宜的に、ＤＣケーブル３５、映像信号ケーブル３８、音声信号等ケーブ
ル３９といった外部機器に接続するために収納機器に接続されるケーブルを総称して外部
機器接続用ケーブルと呼ぶ。外部機器接続用ケーブルの収納機器側端は、収納時には、予
め各収納機器に接続された状態で収納されている。
【００４８】
　外部機器接続用ケーブルの外部機器側端のコネクタは、外部機器から延出されているケ
ーブルである外部機器ケーブル１２３の収納機器側端のコネクタと接続するようになって
いる。
【００４９】
　この際、外部機器接続用ケーブルの外部機器側のコネクタは、これらをケース１に集合
的に固定するための手段であるケーブル端固定具１２１に固定されている。このケーブル
端固定具１２１は、上蓋２を開けた際の胴３の開口付近に開口側を向いて配置されている
。
【００５０】
　従って、外部機器ケーブル１２３を接続する場合には、外部機器ケーブル１２３の収納
機器側端のコネクタを、ケーブル端固定具１２１に固定されている外部機器接続用ケーブ
ルの外部機器側端のコネクタに接続するようになっている。
【００５１】
　外部機器接続用ケーブルは、それぞれ一端が各収納機器に予め接続され、他端がケーブ
ル端固定具１２１に固定されているため、運搬時の振動等による絡まりや破損が防止され
ている。
【００５２】
　なお、ケーブル端固定具１２１を設ける代わりに、図１０乃至図１１を使用して説明す
る以下のような構成でもよい。
【００５３】
　上蓋２を開けた際の胴３の開口付近に、外部機器接続用ケーブルの外部機器側端のコネ
クタを掛止して保持するための手段であるケーブル端保持具３６を設けておく。
【００５４】
　このケーブル端保持具３６は、プラスチック等の弾性のある部材で形成され、上下方向
に貫通する１個以上の孔３６ａが形成されている。これらの孔３６ａの前側側部には、こ
れらの孔３６ａに沿ってそれぞれスリット３６ｂ形成されている。孔３６ａの内径は、外
部機器接続用ケーブルの端部のコネクタより小さく形成されている。またスリット３６ｂ
の幅は、外部機器接続用ケーブルの外形よりやや狭く形成されている。
【００５５】
　これにより、スリット３６ｂを通して外部機器接続用ケーブルを孔３６ａに嵌め込み操
作者が手を離すと、コネクタは孔３６ａを通り抜けることができず、また外部機器接続用
ケーブルはスリット３６ｂから抜けないようになっており、外部機器接続用ケーブルの外
部機器側端のコネクタ近傍をケーブル端保持具３６に容易に掛止できるようになっている
。また逆に、外部機器接続用ケーブルはスリット３６ｂを通して容易にケーブル端保持具
３６から外すことができる。
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【００５６】
　外部機器接続用ケーブルの収納機器側端は、それぞれ予め各収納機器に接続されている
。
【００５７】
　外部機器と接続する際には、ケーブル端固定具１２１を使用する場合と異なり、外部機
器接続用ケーブルの外部機器側端のコネクタをケーブル端保持具３６から外して、このコ
ネクタを直接外部機器に接続する。
【００５８】
　これにより、外部機器ケーブル１２３が不要となり、外部機器を接続する際のコネクタ
の接続作業を軽減することができる。
【００５９】
　外部機器を接続しない場合には、外部機器接続用ケーブルはケーブル端保持具３６に保
持されており作業の邪魔にならない。
【００６０】
　また、外部機器接続用ケーブルは、それぞれ一端が各収納機器に予め接続され、他端が
ケーブル端保持具３６に保持されているため、運搬時の振動等による絡まりや破損が防止
されている。
【００６１】
　図１２乃至図１３を使用して、光源装置２３、ＣＣＵ２２、電源装置２１といった収納
機器をケース１に固定する手段の構成を説明する。
【００６２】
　図１２に示すように、胴３には、ＣＣＵ２２及び光源装置２３の前後左右側の周囲を取
り囲むように、金属等の板で形成された仕切り板５１、５２が取り付けられている。また
、電源装置２１の周囲を取り囲むように、仕切り板５３が取り付けられている。これらの
仕切り板５１、５２、５３により、光源装置２３、ＣＣＵ２２、電源装置２１が前後左右
の４方向に動かないようになっている。
【００６３】
　仕切り板５１、５２、５３の内側面には、スポンジ等で形成された複数の衝撃吸収部材
５５（図１２中の格子模様の部分）が貼り付けられており、収納機器が傷つかないように
なっている。
【００６４】
　仕切り板５１、５２、５３の下部には、内側に向かって張り出した複数のつば５４が形
成されており、これらのつば５４の上面は、光源装置２３、ＣＣＵ２２、電源装置２１の
底面に当接している。これらのつば５４により、光源装置２３、ＣＣＵ２２、電源装置２
１は、下方向への移動を規制されている。これらのつば５４は各収納機器の底面に接続さ
れているケーブルを避けるような位置に配置されている。つば５４の上面にはスポンジ等
で形成された図示しない衝撃吸収部材が貼られており、収納機器に傷が付かないようにな
っている。
【００６５】
　各収納機器の筐体には、これら各収納機器の内部に設けられた冷却用のファンのための
開口が形成されている場合があるので、仕切り板５１、５２、５３、つば５４、衝撃吸収
部材５５には、各収納機器の開口に対向する位置に穴等が形成されており、各収納機器の
冷却用の風の流れを阻止しないようになっている。
【００６６】
　仕切り板５１、５３の上端側には上方向を向いたネジ穴を有する２個のネジ受け部材５
６が取り付けられており、これらのネジ受け部材５６には、それぞれネジ５７が上方から
螺合するようになっている。ネジ５７とネジ受け部材５６との間には、ネジ５７を貫通さ
せる穴を有する前後左右方向に平らな収納機器押さえ板５８が挟まれており、ネジ５７を
締めと、収納機器押さえ板５８が収納機器を上方から押さえつけるようになっている。こ
の収納機器押さえ板５８により、収納機器は、上方向への移動を規制されている。
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【００６７】
　以上のように、収納機器をケース１に固定するために、上下左右前後の６方向の内先ず
５方向に対し収納機器の動きを規制するための部材である仕切り板５１、５２、５３、つ
ば５４等を設けた。また、収納機器を収納した後に残り１方向の動きを規制するための部
材である収納機器押さえ板５８等を設けた。
【００６８】
　収納機器は上下前後左右の６方向の移動を規制されているので、運搬時の振動等による
収納機器の飛び出しや破損が防止されている。
【００６９】
　収納機器押さえ板５８は、上方向を向いたネジ５７を外すことにより取り外すことがで
きるため、収納機器の出し入れも行うことができるようになっている。図１３に示すよう
に、仕切り板５１の光源装置２３と接する面の上端の一部分には、指を入れられる程度の
大きさの切り欠き５９ａが形成されている。光源装置２３を挟んで切り欠き５９ａに対向
する仕切り板５２の位置にも、指を入れられる程度の大きさの切り欠き５９ｂが形成され
ている。これらの切り欠き５９ａ、５９ｂに指を通して光源装置２３を把持することより
、光源装置２３を容易に出し入れすることができるようになっている。同様に、ＣＣＵ２
２を容易に出し入れするための切り欠き５９ｃ、５９ｄも仕切り板５１、５２に形成され
ている。
【００７０】
　図１４乃至図１５を使用して、ＣＣＵ２２より外形寸法の小さいＣＣＵ２２ａをＣＣＵ
２２用の収納スペースに収納するための構成を説明する。
【００７１】
　外形寸法が幅Ａ１×奥行きＡ２×高さＡ３であるＣＣＵ２２に合わせて形成されている
ＣＣＵ２２用の収納スペースに、外形寸法が幅Ｂ１×奥行きＢ２×高さＢ３（Ａ１＞Ｂ１
、Ａ２＞Ｂ２、Ａ３＞Ｂ３）であるＣＣＵ２２ａを収納する場合は、取り付けると外形寸
法がＣＣＵと等価になるブラケット９１、９２をビス９３等でＣＣＵ２２ａに取り付け、
ブラケット９１、９２を取り付けたＣＣＵ２２ａをＣＣＵ２２用の収納スペースに収納す
る。
【００７２】
　ここではＣＣＵ２２について述べたが、光源装置２３、電源装置２１といった収納機器
についても、ＣＣＵ２２の場合と同様にブラケットを取り付けることによって、外形寸法
の小さい収納機器をそれぞれの収納スペースに収納することができる。また、電源装置２
１の代わりにバッテリーを使用しようとする場合でも、電源装置２１より外形寸法の小さ
いバッテリーにブラケットを取り付けて電源装置２１と外形を等価にすれば、電源装置２
１用の収納スペースに収納可能となる。
【００７３】
　従って、収納スペースに本来収納される収納機器よりも外形寸法の小さい収納機器を収
納した場合でも、これらの収納機器は収納スペース内に確実に固定され、運搬時の振動等
による飛び出しや破損等を防止することができる。
【００７４】
　図１６に示すように、光学アダプタ２６は、光学アダプタケース２６ｃに収納された状
態で、光学アダプタケース２６ｃを収納するためのスポンジ等の弾性の部材で形成された
光学アダプタ収納具２６ａに形成された溝２６ｂに嵌め込んで収納するようになっている
。溝２６ｂの寸法（横Ｘ２、縦Ｙ２）は、光学アダプタケース２６ｃの寸法（横Ｘ１、縦
Ｙ１）よりも小さくなっており（Ｘ２＜Ｘ１、Ｙ２＜Ｙ１）、光学アダプタケース２６ｃ
は、光学アダプタ収納具２６ａの弾性力により、溝２６ｂから抜け落ちないようになって
いる。
【００７５】
　図１７乃至図１９を使用して、内視鏡２４の操作部４１をケース１内に収納するための
構成を説明する。図１７乃至図１８に示すように、操作部２４を掛止して保持するための
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操作部保持具４８は、操作部４１の挿入部４２寄り側の筒状の部分の周囲を取り囲む形状
をしており、仕切り板５１の後面にＬ形部材等により固定されている。
【００７６】
　操作部保持具４８の挿入部収納ドラム４９寄り側つまり左側には挿入部４２より太い幅
のスリット６１が形成されており、挿入部４２をこのスリット６１に通すことにより、操
作部４１を操作部保持具４８に掛止したり、取り外すことができる。
【００７７】
　操作部保持具４８には、右方向に向かって張り出したつば６２が取り付けられており、
操作部４１を特定の高さ以下に落ち込ませないように規制している。また、つば６２の上
面には衝撃吸収部材６３が貼られており、操作部４１を傷つけないようにしてある。
【００７８】
　図１８乃至図１９に示すように、上蓋２の操作部４１に対向する位置にはＬ形部材６４
が取り付けられ、このＬ形部材６４の下部には弾性のゴムやスポンジ等の部材で形成され
た操作部押さえ衝撃吸収部材６５が貼られている。上蓋２を閉めると操作部４１は上方か
ら操作部押さえ衝撃吸収部材６５で押さえつけられ、上蓋２を開けると操作部４１は上方
を開放されるようになっている。
【００７９】
　これにより、運搬時の振動等により操作部４１が操作部保持具４８から飛び出す等して
破損することを防止している。
【００８０】
　操作部押さえ衝撃吸収部材６５は上蓋２と連動しているので、操作部押さえ衝撃吸収部
材６５のための特段の操作は不要である。図２０乃至図２５を使用して、挿入部４２を巻
き取って収納するための挿入部収納ドラム４９に係わる構成を説明する。
【００８１】
　図２０に示すように、挿入部収納ドラム４９は、操作部保持具４８の略左下方側に配置
されており、正面から向かって時計回り・反時計回りに回動できるようになっている。挿
入部収納ドラム４９を時計回りに回動させることにより、挿入部収納ドラム４９の右側か
ら挿入部４２を巻き取ることができる。
【００８２】
　図２１に示すように、挿入部収納ドラム４９は、以下に説明する構成により仕切り板５
１の後面に取り付けられている。仕切り板５１の後面には、挿入部収納ドラム４９が回動
する際の軸となるドラム軸７１が、ビス等により固定され、後側に向かって突き立ってい
る。このドラム軸７１の寸法は、前側の外径がφ１、後側の外径がφ２（φ１＞φ２）と
なっている。
【００８３】
　ドラム軸７１の外径φ１の部分には、ドーナツ状のスポンジ７２が回動可能に外嵌して
いる。更にこのスポンジ７２の後側には、ドラム軸７１の外径φ２の部分にドーナツ状の
円板７３ａが外嵌している。更にこの円板７３ａの後側には、円筒７４が外嵌しており、
この円筒７４は円板７３ａにビス等により固定されている。この円筒７４には、円板７３
ａの外径より小さい外径を有するドーナツ状の２つのスポンジ７５が外嵌している。更に
スポンジ７５が外嵌している円筒７４の後側のドラム軸７１の部分には、ドーナツ状の円
板７３ｂが外嵌しており、この円板７３ｂは円筒７４にビス等により固定されている。従
って、円筒７４に固定された円板７３ａ、７３ｂ、スポンジ７５が一体となって挿入部収
納ドラム４９を構成し、ドラム軸７１の周囲を回動できるようになっている。ドラム軸７
１の後端面には、ドラム軸７１から挿入部収納ドラム４９が飛び出さないように、円板等
による押さえ部材７６がビス等により固定され、円板７３ｂの後面は押さえ部材７６の前
面を摺動するようになっている。
【００８４】
　スポンジ７２、７５は、ドラム軸７１に組み付けていない自然状態では図２１に示す状
態よりドラム軸７１方向に厚い寸法であり、仕切り板５１、円板７３ａ、７３ｂに挟まれ
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てドラム軸７１に組み付けられることによって、ドラム軸７１方向に押し縮められた図２
１に示す寸法となっている。
【００８５】
　スポンジ７５は押し縮められているため、挿入部４２を挿入部収納ドラム４９に収納す
る際に、挿入部４２の先端を最初２枚のスポンジ７５の間に挟み込むことにより、容易に
挿入部４２を巻き付けることができる。
【００８６】
　操作部４１が操作部保持具４８の近傍まで引き寄せられたら、挿入部４２を操作部保持
具４８のスリット６１を通し、操作部４２を操作部保持具４８に掛止して収納する。取り
出すときは逆の手順で行う。
【００８７】
　スポンジ７２は押し縮められているため、仕切り板５１とスポンジ７２との間及びスポ
ンジ７２と円板７３ａとの間には、スポンジ７２の復元しようとする力によって摩擦力が
生じている。すなわち、スポンジ７２は、挿入部収納ドラム４９の回動に摩擦抵抗を与え
ている。この摩擦抵抗が挿入部収納ドラム４９に働いているため、挿入部２４を巻き取っ
た挿入部収納ドラム４９から手を離しても逆回動しないようになっている。また、挿入部
２４を取り外す際に挿入部収納ドラム４９を回しすぎて挿入部２４が弛んでしまうことを
防止している。
【００８８】
　図２１乃至図２２を使用して、挿入部収納ドラム４９から挿入部４２が前後方向に飛び
出してしまうことを防止するための挿入部飛び出し防止手段である挿入部飛び出し防止部
材７８の構成を説明する。
【００８９】
　図２１に示すように、挿入部収納ドラム４９の円周近傍の操作部保持具４８近傍以外の
場所に、円柱状の挿入部飛び出し防止部材７８が、仕切り板５１の後面から後方向に突き
立つように取り付けられている。この挿入部飛び出し防止部材７８は、円板７３ａ、７３
ｂに接するか、或いは、円板７３ａ、７３ｂとの隙間が挿入部４２の外径より狭くなるよ
うに配設されている。本実施の形態では、挿入部飛び出し防止部材７８は、図２２に示す
ように２個所に配設されている。
【００９０】
　これにより、挿入部４２は、円板７３ａ、７３ｂ、スポンジ７５の外周面、挿入部飛び
出し防止部材７８に囲まれて、挿入部収納ドラム４９から飛び出さないようになっている
。
【００９１】
　挿入部飛び出し防止部材７８を設けたことにより、挿入部収納ドラム４９から挿入部２
４を取り出す際、挿入部２４が弛んで円板７３ａ、７３ｂから飛び出し、仕切り板５１と
円板７３ａとの間やその他の部分に挿入部２４が挟まってしまうこと等を防止できる。
【００９２】
　挿入部飛び出し防止部材７８は、円柱状の部材に限らず、例えば発泡スチロール等を角
柱状に形成したもの等でもよい。挿入部飛び出し防止手段は、挿入部飛び出し防止部材７
８を設ける代わりに、以下に説明する図２３に示すような構成であってもよい。
【００９３】
　図２３に示すように、挿入部収納ドラム４９を構成する円板７３ａの前面側には、挿入
部２４が前方に飛び出すことを防止するための規制板１３１ａが配設され、同様に円板７
３ｂの後面側には、規制板１３１ｂが配設されている。
【００９４】
　規制板１３１ａ、１３１ｂは、胴３に固定されている。規制板１３１ａ、１３１ｂの左
右下の３方向の端は、蓋４を閉じた際には、胴３の左右側の内面及び底蓋４の左右下側の
内面に接しており、挿入部収納ドラム４９に巻き取られた挿入部２４は、左右下の３方向
において、ケース１を構成する胴３及び底蓋４で取り囲まれている。これにより、挿入部
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２４は、規制板１３１ａ、１３１ｂで前後を囲まれたスペースから前後に飛び出さないよ
うになっている。
【００９５】
　図２４乃至図２５に示すように、上蓋２の挿入部収納ドラムの４９の上方には、挿入部
収納ドラム４９を上方から押さえ付けるための弾性のゴム或いはスポンジ等で形成された
ドラム押さえ衝撃吸収部材８２が、Ｌ字部材８１等により取り付けられている。
【００９６】
　蓋２を閉めると、ドラム押さえ衝撃吸収部材８２は挿入部収納ドラム４９を上方から押
さえ付け、蓋２を開けると、挿入部収納ドラム４９はドラム押さえ衝撃吸収部材から開放
される。これにより、収納時には、挿入部収納ドラム４９は回動を阻止され、運搬時の振
動等により挿入部２４が弛んでしまうことを防止できる。ドラム押さえ衝撃吸収部材８２
は、蓋２に連動しているため、ドラム押さえ衝撃吸収部材８２に対する特段の操作は不要
である。
【００９７】
　図２６乃至図２９を使用して、ＬＣＤ２７を見易い高さ位置や倒れ角に保持する表示装
置保持手段の構成を説明する。表示装置保持手段は、ＬＣＤ２７の高さ位置を調整するた
めの表示装置高さ位置調整手段とＬＣＤ２７の倒れ角を調整する表示装置倒れ角調整手段
とから構成される。
【００９８】
　図２６乃至図２７に示すように、ケース１内の前端の右寄りの位置には、表示装置高さ
位置調整手段である伸縮ポール１０２をケース１に固定するための固定部材１０１が、仕
切り板５１、５２（図１２参照）に取り付けられている。
【００９９】
　この固定部材１０１には、径の異なる複数の筒１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃが入れ子
式になって軸方向に伸縮できる伸縮ポール１０２の最も径の太い筒１０２ａが上下方向に
長く固定されている。これにより、伸縮ポール１０２を構成する最も径の細い筒１０２ｃ
の上端すなわち伸縮ポール１０２の上端１０２ｃは、上下方向に移動させることができる
ようになっている。
【０１００】
　最も径の細い筒１０２ｃ以外の各筒１０２ａ、１０２ｂの上端には、各筒１０２ａ、１
０２ｂに対して各筒１０２ａ、１０２ｂの１つ内側の筒１０２ｂ、１０２ｃの高さ位置を
固定する高さ位置調整ノブ１０３が備えられており、各高さ位置調整ノブ１０３で各筒１
０２ｂ、１０２ｃの高さ位置を固定することにより、伸縮ポール１０２の上端１０２ｄの
高さ位置を任意の高さに固定することができるようになっている。
【０１０１】
　図２８に示すように、筒１０２ｂに対する筒１０２ｃの高さ位置を固定する高さ位置調
整ノブ１０３には、レバー１０３ａが備えられている。このレバー１０３ａを起上させて
筒１０２ｂに対して略平行にすると、筒１０２ｃの高さ位置は筒１０２ｂに対して固定さ
れ、このレバー１０３ａを倒して筒１０２ｂに対して略垂直にすると、筒１０２ｃは筒１
０２ｂ内を軸方向に移動することができるようになっている。筒１０２ａに対する筒１０
２ｂの高さ位置を固定する高さ位置調整ノブ１０３も同様の構成である。
【０１０２】
　図２６乃至図２７に示すように、伸縮ポール１０２の上端１０２ｄには、表示装置倒れ
角調整手段であるボール雲台１０４が取り付けられている。ボール雲台１０４は、以下に
説明する構成により、ＬＣＤ２７の倒れ角を変更且つ固定することができる。
【０１０３】
　図２９に示すように、ボール雲台１０４は、伸縮ポール１０２の上端１０２ｄに固定的
に取り付けられる固定部１０４ａ、固定部１０４ａに対して可動になっている可動部１０
４ｂ、可動部１０４ｂの上端にあるＬＣＤ２７を載せる台である雲台１０４ｃ、雲台１０
４ｃにＬＣＤ２７を固定するための三脚ネジ等のＬＣＤ取り付けネジ１０６、可動部１０
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４ｂの固定状態と可動状態とを切り換えるための倒れ角調整レバー１０５等から構成され
ている。
【０１０４】
　可動部１０４ｂは、ボール状の部材であるボール部１０４ｂａ及びこのボール部１０４
ｂａの一部に突き立った棒である棒部１０４ｂｂにより構成されている。ボール部１０４
ｂａは、固定部１０４ａ内に包み込まれており、固定部１０４内を回動できるようになっ
ている。棒部１０４ｂｂは固定部１０４ａ上端に形成された溝から固定部１０４ａの外に
突き出しており、棒部１０４ｂｂはこの溝の範囲で固定部１０４ａに対する倒れ角を変更
することができるようになっている。これにより、棒部１０４ｂｂの上端に固定された雲
台１０４ｃは、固定部１０４ａに対して、倒れ角を変更することができるようになってい
る。つまり、雲台１０４ｃに載せられたＬＣＤ２７は、伸縮ポール１０２に対して、倒れ
角を変更できるようになっている。
【０１０５】
　固定部１０４には、倒れ角調整レバー１０５が取り付けられている。この倒れ角調整レ
バーを起上させて伸縮ポール１０２に対して略平行にすると、この倒れ角調整レバーに連
動するギヤの働きによって固定部１０４はボール部１０４ｂａを締め付け、棒部１０４ｂ
ｂは動くことができなくなり、雲台１０４ｃに取り付けられているＬＣＤ２７は伸縮ポー
ル１０２に対して倒れ角を固定される。
【０１０６】
　倒れ角調整レバーを倒して筒１０２に対して略垂直にすると、ボール部１０４ｂａに対
する固定１０４の締め付けは緩み、伸縮ポール１０２に対するＬＣＤ２７の倒れ角を変更
することができるようになっている。
【０１０７】
　つまり、倒れ角調整レバー１０５の向きを変えるだけのワンタッチ式の操作で、伸縮ポ
ール１０２に対してＬＣＤ２７が固定される固定状態とＬＣＤ２７が可動になる可動状態
とを切り換えることができるようになっている。
【０１０８】
　図２６に示すように、ＬＣＤ２７を収納する際には、伸縮ポール１０２を最も縮めた状
態にして、ＬＣＤ２７の表示面２７ａを上向きにした状態つまりＬＣＤ２７を後側に倒し
た状態で収納する。伸縮ポール１０２はケース１内の前端の位置に配置されているため、
ＬＣＤ２７を伸縮ポール１０２の反対側つまり後側に倒すことで効率的に収納されている
。また、収納時には、ＬＣＤ２７は上蓋２内のスペースに位置している。従って、上蓋２
を開けるとＬＣＤ２７は周囲にケース１が無いため、取り出しや収納、倒れ角の変更等が
容易である。
【０１０９】
　図２７に示すように、ＬＣＤ２７を使用する際には、伸縮ポール１０２を伸ばしてＬＣ
Ｄ２７を見易い高さ位置に調整し、ＬＣＤ２７を見易い倒れ角に調整することにより、操
作者はＬＣＤ２７の表示面２７ａを見ることができる。
【０１１０】
　また、ＬＣＤ２７にはＤＣケーブル３４や映像信号ケーブル３７は予め接続された状態
で収納されており、使用時にこれらのケーブルを接続する作業は不要である。
【０１１１】
　図２６乃至図２７に示すように、伸縮ポール１０２の上端１０２ｄには、伸縮ポール１
０２の後側に延びるＬＣＤ保護板１０７が取り付けられている。また、このＬＣＤ保護板
１０７の上面には、ゴム或いはスポンジ等で形成された衝撃吸収部材１０８が取り付けら
れている。
【０１１２】
　図２６に示すように、ＬＣＤ２７を後側へ倒すと、ＬＣＤ２７の後面は下方を向き、Ｌ
ＣＤ保護板１０７上面の衝撃吸収部材１０８に押し当てられるようになっている。
【０１１３】
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　これにより、収納時には、運搬時等にＬＣＤ２７が受ける振動を衝撃吸収部材１０８が
軽減し、ＬＣＤ取り付けネジ１０６に集中する応力を軽減し、ＬＣＤ取り付けネジ１０６
に破損等が生じることを防止している。
【０１１４】
　図５を使用して、ＬＣＤ２７を伸縮ポール１０２及びボール雲台１０４等から構成され
る表示装置保持手段から取り外して使用する場合の構成を説明する。
【０１１５】
　ＬＣＤ２７を表示装置保持手段に取り付けて使用するより、表示装置保持手段から取り
外して例えば観察対象物の近傍に置いて使用した方が便利な場合がある。このようなとき
には、ＬＣＤ２７を予め表示装置保持手段から取り外しておき、上蓋２内に設けた柔軟な
例えば布等の部材で形成された袋である表示装置収納ポケット１１１に収納しておくこと
ができる。
【０１１６】
　表示装置収納ポケット１１１には、前後上下左右の６方向のうち１方向である例えば左
方向に開口１１３が形成されており、この開口１１３からＬＣＤ２７を表示装置収納ポケ
ット１１１に入れることができる。開口１１３からは蓋部１１４が左方向に延出しており
、この蓋部１１４を図中の２点鎖線のように右側の表示装置収納ポケットに折り畳むこと
によりＬＣＤ２７を収納するようになっている。
【０１１７】
　蓋部１１４の面及び蓋部１１４に対向する表示装置収納ポケット１１１の面には、マジ
ックテープ１１５（図中の斜線模様の部分）が貼られており、折り畳まれた蓋部１１４を
固定して、ＬＣＤ２７が表示装置収納ポケット１１１から飛び出してしまうことを防止し
ている。また、マジックテープ１１５を設けたことにより、表示装置収納ポケット１１１
に収納するＬＣＤ２７の寸法の違いに柔軟に対応することができる。
【０１１８】
　蓋部１１４と表示装置収納ポケット１１１との間には切り欠き１１６が形成されている
。これにより、ＬＣＤ２７にケーブル類を取り付けた状態で収納する際に、ＬＣＤ２７に
接続されるケーブルはこの切り欠き１１６を通すことができ、ＬＣＤ２７にケーブルを接
続したまま表示装置収納ポケット１１１に収納することができる。
【０１１９】
　表示装置収納ポケット１１１は布等の変形可能な部材で形成されているので、表示装置
収納ポケット１１１にＬＣＤ２７を収納していない時には、上蓋２を閉じても、胴３等に
配設されている収納機器等と干渉しても変形するため、収納の邪魔にならない。
【０１２０】
　このように、表示装置保持手段以外にもＬＣＤ２７を収納する手段である表示装置収納
ポケット１１１を設けている。
【０１２１】
　また、ＬＣＤ２７を表示装置収納ポケット１１１に収納した際にボール雲台１０４と干
渉する場合には、上蓋２内にスポンジ等に穴を形成したボール雲台保持具１１２を設け、
ボール雲台１０４を伸縮ポール１０２より取り外して、ボール雲台１０４をボール雲台保
持具１１２の穴に嵌め込んで収納することができる。（作用）以下に、内視鏡システムの
使用手順の一例に沿って、内視鏡システムの作用を説明する。
【０１２２】
　収納時の内視鏡システムは、ケース１の上蓋２及び底蓋４が閉じられた状態（図２参照
）となっている。ケース１には、内視鏡システムが一体となって収納されている。
【０１２３】
　内視鏡システムを使用する際には、先ず、内視鏡システムを使用する現場までケース１
を運ぶ。１人で運ぶ場合には上部取っ手１４を持って運び、２人で運ぶ場合には２つの側
部取っ手１５を１つずつ持って運ぶ。
【０１２４】
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　現場に到着したら、上蓋２を開ける。
【０１２５】
　上蓋２を開けたら、伸縮ポール１０２の上端にボール雲台１０４を介して取り付けられ
ているＬＣＤ２７を見易い高さ位置まで引っ張り上げる（図２６、図２７参照）。
【０１２６】
　ＬＣＤ２７を引っ張り上げたら、伸縮ポール１０２を構成する筒１０２ａ、１０２ｂの
上端にそれぞれ取り付けられている高さ位置調整ノブ１０３のレバー１０３ａを起上させ
る。レバー１０３ａを起上させると、筒１０２ａに対して筒１０２ｂの上下方向の位置が
固定され、また筒１０２ｂに対して筒１０２ｃの上下方向の位置が固定され、よって伸縮
ポール１０２の上下方向の長さが固定される。これにより、ＬＣＤ２７の高さ位置が固定
される。
【０１２７】
　ＬＣＤ２７の高さ位置を固定したら、ボール雲台１０４（図２９参照）の倒れ角調整レ
バー１０５を倒す。倒れ角調整レバー１０５を倒すと、可動部１０４ｂを構成するボール
部１０４ｂａに対する伸縮ポール１０２の上端に固定された固定部１０４ａの締め付けが
緩み、ボール部１０４ｂａが固定部１０４ａ内で回動可能な状態となり、ボール部１０４
ｂａ上部に取り付けられている棒部１０４ｂｂの固定部１０４ａからの突き出し方向が変
更可能となり、棒部１０４ｂｂの先端に取り付けられている雲台１０４ｃの固定部１０４
ａに対する倒れ角が変更可能となり、よって雲台１０４ｃにＬＣＤ取り付けネジ１０６に
よって固定されているＬＣＤ２７の伸縮ポール１０２に対する倒れ角が変更可能な状態に
なる。
【０１２８】
　ＬＣＤ２７の倒れ角を変更可能な状態にしたら、収納時に後側に倒されていたＬＣＤ２
７を起こし、見易い倒れ角に変更する。
【０１２９】
　ＬＣＤ２７を見易い倒れ角に変更したら、倒れ角調整レバー１０５を起上させる。倒れ
角調整レバー１０５を起上させると、ボール雲台１０４のボール部１０４ｂａが固定部１
０４ａに締め付けられて回動できない状態になり、よってＬＣＤ２７の伸縮ポール１０２
に対する倒れ角が固定される。
【０１３０】
　次に、内視鏡２４の操作部４１を操作部保持具４８（図１７、図１８参照）から取り外
す。この時、操作部４１を上方から押さえ付けていた操作部押さえ衝撃吸収部材６５（図
１８、図１９参照）は、既に上蓋２を開けた時点で上蓋２に連動して操作部４１の上方か
ら引き離されているため、操作部４１は容易に操作部保持具４８から取り外すことができ
る。
【０１３１】
　操作部４１を操作部保持具４８から取り外したら、挿入部収納ドラム４９（図２０参照
）を回動させながら、挿入部収納ドラム４９から挿入部４２を取り出す。この時、挿入部
収納ドラム４９を上方から押さえ付けて回動を阻止していたドラム押さえ衝撃吸収部材８
２（図２４、図２５参照）は、既に上蓋２を開けた時点で上蓋２に連動して挿入部収納ド
ラム４９の上方から引き離されているため、挿入部収納ドラム４９は回動を阻止されてい
ない。
【０１３２】
　挿入部４１を挿入部収納ドラム４９から取り出したら、ＬＧケーブル４３をＬＧケーブ
ル収納スペース４７（図６、図７参照）から取り出す。この時、ＬＧコネクタ４４は予め
光源装置２３に接続されており、またＣＣＵコネクタ４６は予めＣＣＵ２２に接続されて
いるため、これらを接続する作業は不要である。
【０１３３】
　以上により、内視鏡２４を構成する操作部２４及び挿入部４２は、ケース１から取り出
された状態となり、取り出された内視鏡２４は、ケース１内の光源装置２３とＬＧケーブ
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ル４３により繋がっている状態となる。
【０１３４】
　内視鏡２４を取り出したら、上蓋２内の光学アダプタ収納具２６ａに収納されている光
学アダプタケース２６ｃを取り出し、この中から光学アダプタ２６を取り出し、挿入部４
２の先端部４２ａ（図１参照）に光学アダプタ２６を取り付ける。この時、光学アダプタ
ケース２６ｃは、光学アダプタ収納具２６ａの溝２６ｂに光学アダプタ収納具２６ａの弾
性により嵌め込まれているだけであるため、容易に取り出すことができる。
【０１３５】
　以上により、内視鏡システムは図３０に示すような使用状態の配置となる。
【０１３６】
　内視鏡システムが使用状態の配置となったら、ＡＣケーブル３１を外部の図示しないＡ
Ｃコンセント等のＡＣ電源に接続する。ＡＣケーブル３１の一端は、予め電源装置２１に
接続してある。この時、光源装置２３、ＣＣＵ２２、ＬＣＤ２７といった収納機器にＤＣ
電源を供給するためのＤＣケーブル３２、３３、３４は予め接続されているため、使用時
に改めて接続する作業は不要である。
【０１３７】
　また、映像信号ケーブル３７も予め接続されており、使用時に改めて接続する作業は不
要である。以上のように、外部機器を接続しない場合には、ＡＣケーブル３１を外部のＡ
Ｃコンセント等に接続する以外に、ケーブルを接続する作業は不要である。
【０１３８】
　ＶＴＲ、外部モニター、コンピュータ等の外部機器と接続する場合は、ケーブル端固定
具１２１（図９参照）に配設されているコネクタに、外部機器から延出している外部機器
ケーブル１２３を接続する。この時、ケーブル端固定具１２１は、胴３の開口付近に上方
を向いて配置されているため、外部機器ケーブル１２３の接続が容易である。また、ケー
ブル端固定具１２１に接続されているＤＣケーブル３５、映像信号ケーブル３８、音声信
号等ケーブル３９といった外部機器接続用ケーブルの他端は、予め電源装置２１、ＣＣＵ
２２といった収納機器に接続されているため、使用時に改めてケーブルを接続する作業は
不要である。
【０１３９】
　また、ケーブル端固定具１２１の代わりに、ケーブル端保持具３６（図１０、図１１参
照）が設けられている場合には、ケーブル端保持具３６に掛止されている外部機器接続用
ケーブルを取り外し、外部機器に接続する。この時、外部機器接続用ケーブルは、これら
外部機器接続ケーブルを周囲から包み込んでいる孔３６ａからスリット３６ｂを通して引
き抜くのみで容易に取り外すことができる。また、外部機器接続ケーブルの収納機器側端
のコネクタは、予め収納機器に接続されているため、使用時に改めて接続する作業は不要
である。また、外部機器には直接外部機器接続用ケーブルを接続するため、外部機器ケー
ブル１２３は不要である。
【０１４０】
　次に、電源装置２１、ＣＣＵ２２、光源装置２３といった収納機器の電源スイッチをＯ
Ｎにする。この時、これら収納機器の電源スイッチは、胴３の開口面を向いているため操
作性良く操作することができる。
【０１４１】
　ＣＣＵ２２、光源装置２３といった収納機器には、電源スイッチ以外にも図示しないス
イッチが配設されている場合があり、これらのスイッチも胴３の開口面を向いて配設され
ている。また、これらのスイッチは、内視鏡システムを使用時に頻繁に操作されるため、
これらのスイッチを備えるＣＣＵ２２、光源装置２３といった収納機器は、開口面の中央
寄りに配設されており、これにより頻繁に操作されるスイッチは操作性良く操作できる。
【０１４２】
　内視鏡システムの使用が終了したら、先ず収納機器の電源スイッチをＯＦＦにする。
【０１４３】
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　電源スイッチをＯＦＦにしたら、ＡＣケーブル３１を外部のＡＣコンセント等から外し
て、ケース１内に収納する。この時、ＡＣケーブル３１の他端は、電源装置２１から外さ
ないでおくことにより、次回使用する際に手間が省ける。また、電源装置２１と各収納機
器とを接続するケーブルも外さないでおくことにより、次回使用する際に手間が省ける。
【０１４４】
　ＡＣケーブル３１を収納したら、外部機器ケーブル１２３をケーブル端固定具１２１か
ら取り外す。ケーブル端固定具１２１に接続されている外部機器接続用ケーブルの他端は
、各収納機器から外さないでおくことにより、次回使用する際に手間が省ける。また、外
部機器接続用ケーブルの両端は、ケーブル端固定具１２１及び収納機器に固定されている
ため、収納時にケース１の内部で絡まりにくい。
【０１４５】
　また、ケーブル端固定具１２１の代わりに、ケーブル端保持具３６が備えられている場
合には、外部機器に接続されている外部機器接続用ケーブルを外部機器から取り外し、ケ
ーブル端保持具３６にコネクタ付近を取り付ける。この時、外部機器接続用ケーブルは、
ケーブル端保持具３６のスリット３６ｂを通して孔３６ａに差し込むだけでケーブル端保
持具３６に掛止することができる。また、外部機器接続用ケーブルの両端は、ケーブル端
保持具３６及び収納機器に固定されているため、収納時にケース１の内部で絡まりにくい
。
【０１４６】
　次に、挿入部４２の先端部４２ａに取り付けてあった光学アダプタ２６を取り外し、光
学アダプタケース２６ｃに収納し、これを光学アダプタ収納具２６ａの溝２６ｂに収納す
る。この時、光学アダプタケース２６ｃは溝２６ｂに差し込まれているのみであるが、溝
２６ｂの寸法は光学アダプタケース２６ｃの寸法よりも小さいため、光学アダプタ収納具
２６ａの弾性力により、光学アダプタケース２６ｃは抜け落ちないようになっている。
【０１４７】
　次に、挿入部４２の先端を挿入部収納ドラム４９の右側から下方向に向かって挿入部収
納ドラム４９に差し込み、挿入部収納ドラム４９を回動させて挿入部４２を巻き取る。こ
の時、挿入部収納ドラム４９にはスポンジ７２により摩擦抵抗がかかっており、挿入部収
納ドラム４９から手を離した拍子の反動等で挿入部４２が弛んでしまうこと等がないよう
になっている。
【０１４８】
　挿入部４２を挿入部収納ドラム４９に巻き取ったら、操作部４１を操作部保持具４８に
掛止する。この時、操作部４１は、操作部保持具４８のスリット６１に挿入部４２の付け
根付近を通すのみで掛止することができる。また、操作部４１から手を離しても、つば６
２によって下方向へ落ち込んでしまうことを防止されている。また、つば６２の上面には
衝撃吸収部材６３が貼られているため、操作部４１を傷つけないようになっている。
【０１４９】
　次に、ＬＧケーブル４３を下方向にループさせて、ＬＧケーブル収納スペース４７に収
納する。ＬＧケーブル４３をＬＧケーブル収納スペースに収納したため、上蓋２を閉める
時に挟まったり、運搬時にケース１内で絡まったり破損したりすることがない。
【０１５０】
　ＬＧコネクタ４４、ＣＣＵコネクタ４６は、光源装置２３、ＣＣＵ２２からは外さない
でおく。これにより、次回使用する際の手間を省くことができる。また、収納時にケース
１内で絡まりにくくなる。
【０１５１】
　次に、ボール雲台１０４の倒れ角調整レバー１０５を倒してＬＣＤ２７の倒れ角を変更
できる状態にし、ＬＣＤ２７をＬＣＤ保護板１０７にぶつかるまで後側に倒す。ＬＣＤ保
護板１０７の上面には、衝撃吸収部材１０８が貼られているため、ＬＣＤ２７に傷が付か
ないようになっている。ＬＣＤ保護板１０７でＬＣＤ２７の移動を規制したことにより、
運搬等で振動等を受けても、ＬＣＤ２７をボール雲台に固定しているＬＣＤ取り付けネジ
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１０６にかかる応力が軽減されているため、ＬＣＤ取り付けネジ１０６の破損が防止され
る。ＬＣＤ２７を倒したら、倒れ角調整レバー１０５を起上させて、ＬＣＤ２７の倒れ角
を固定する。
【０１５２】
　ＬＣＤ２７の倒れ角を固定したら、伸縮ポール１０２に取り付けられている高さ固定ノ
ブ１０３のレバー１０３ａを倒して、伸縮ポール１０２を上下方向に伸縮可能な状態し、
ＬＣＤ２７を下方向に押し下げ、伸縮ポール１０２を最も縮めた状態にし、蓋２を締めて
、バックル１３により蓋２をロックする。
【０１５３】
　この時、ＬＣＤ２７は倒して収納されているため、蓋２のスペースに収まり、ＬＣＤ２
７は効率よく収納されている。また、伸縮ポール１０２といった縦長な筒体により表示装
置高さ位置調整手段を構成したため、他の収納機器の収納スペースを圧迫することなく効
率よく収納なさている。
【０１５４】
　蓋２を閉めたことにより、蓋２に連動して操作部押さえ衝撃吸収部材６５により操作部
４１が上方より押さえ付けられ、特段の操作を必要とせずに操作部４１はケース１中に固
定される。これにより、運搬時の振動等により操作部４１が破損することを防止している
。
【０１５５】
　また、蓋２を閉めたことに連動してドラム押さえ衝撃吸収部材８２により挿入部収納ド
ラム４９が上方より押さえ付けられ、ケース１の運搬時の振動等により挿入部４２が弛ん
でしまうこと等を防止している。
【０１５６】
　一方、挿入部収納ドラム４９には、挿入部飛び出し部材７８（図２１、図２２参照）が
取り付けられており、挿入部４２の弛み等によって挿入部４２が挿入部収納ドラム４９の
前後に配設されている円板７３ａ、７３ｂから飛び出してしまうことを防止している。
【０１５７】
　以上は、ＬＣＤ２７がボール雲台１０４を介して伸縮ポール１０２に取り付けられてい
る場合の手順であったが、ＬＣＤ２７を伸縮ポール１０２から取り外して使用する場合の
手順を次に説明する。
【０１５８】
　先ず、蓋２を開ける。
【０１５９】
　蓋２を開けたら、ＬＣＤ取り付けネジ１０６をＬＣＤ２７から取り外す。
【０１６０】
　ＬＣＤ２７を取り外したら、ＬＣＤ２７を観察対象物の側等見易い場所に移動させる。
この時、電源ケーブル３４、映像信号ケーブル３７といったケーブルは、予めＬＣＤ２７
に接続されているため、使用時に改めて接続する作業は不要である。
【０１６１】
　ＬＣＤ２７以外の収納機器については、ＬＣＤ２７が伸縮ポール１０２に取り付けられ
ている場合と同様の手順により使用状態にする。
【０１６２】
　内視鏡システムの使用が終了したら、ＬＣＤ２７以外の収納機器については、ＬＣＤ２
７が伸縮ポール１０２に取り付けられている場合と同様の手順により収納する。
【０１６３】
　次に、ＬＣＤ２７を表示装置収納ポケット１１１（図５参照）に挿入して、蓋部１１４
を表示装置収納ポケット１１１側に折り畳み、マジックテープ１１５で蓋部１１４を表示
装置収納ポケット１１１に貼り付けることにより、ＬＣＤ２７を収納する。この時、表示
装置収納ポケット１１１は布等の柔軟な部材で形成されているため、ＬＣＤ２７の寸法の
違いに柔軟に対応できる。
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【０１６４】
　ＬＣＤ２７を表示装置収納ポケット１１１に収納する際には、ＬＣＤ２７に接続されて
いるケーブルは、ＬＣＤ２７から取り外さずに、切り欠き１１６から通しておく。ケーブ
ルを取り外さないことにより、次回使用する際の手間が省ける。
【０１６５】
　次回ＬＣＤ２７を使用する際には、マジックテープ１１４で貼られた蓋部１１４を剥が
すのみで、容易にＬＣＤ２７を取り出すことができる。
【０１６６】
　ＬＣＤ２７を表示装置収納ポケット１１１に収納したら、上蓋２を閉じる。上蓋２の表
示装置収納ポケット１１１の位置は、ＬＣＤ２７を伸縮ポールに取り付けて収納した際の
胴３内のＬＣＤの位置に対向している（図５参照）ため、上蓋２を閉じても、ＬＣＤ２７
を収納した表示装置収納ポケット１１１は、他の収納機器等と干渉しない。
【０１６７】
　上蓋２を閉じた際に、ＬＣＤ２７を収納した表示装置収納ポケット１１１がボール雲台
１０４と干渉するような場合には、ボール雲台１０４を伸縮ポール１０２から取り外し、
上蓋２内のボール雲台保持具１１２に収納してから上蓋２を閉じる。
【０１６８】
　次に、内視鏡システムの組み立て等のために、電源装置２１、ＣＣＵ２２、光源装置２
３といった収納機器をケース１に組み込む手順を電源装置２１の例で説明する。
【０１６９】
　先ず、上蓋２を開ける（図８参照）。上蓋２は、作業の都合に応じて取り外すことがで
きる。
【０１７０】
　次に、仕切り板５３（図１２参照）で前後左右の４方向を規制された電源装置２１用の
収納スペースに電源装置２１を上方から差し込む。この時、仕切り板５１、５２の下部に
形成されたつば５４が電源装置の底面に当接し、電源装置２１の下方向への移動も規制さ
れる。これらにより、電源装置２１は、前後左右下の５方向の移動が規制される。
【０１７１】
　次に、収納機器押さえ板５８をネジ５７により取り付ける。これにより、電源装置２１
は上方向の移動が規制される。
【０１７２】
　以上により、電源装置２１は前後左右上下の６方向の移動が規制され、運搬時の振動等
によって機器が破損すること等を防止している。また、ケース１を逆さ向きにしてしまっ
た場合に、電源装置２１が収納スペースから外れて破損すること等を防止している。
【０１７３】
　電源装置２１を取り付けたら、上蓋２を閉めてバックル１３で上蓋２をロックし、ケー
ス１を横向き或いは逆さ向きにして、底蓋４を開ける。底蓋４は、作業の都合に応じて取
り外すことができる。
【０１７４】
　底蓋４を開けると、電源装置２１の底面が現れるので、ＡＣケーブル３１、ＤＣケーブ
ル３１、３２、３３、３４、３５といったケーブルを電源装置２１の底面に接続する。電
源装置２１は既にケース１に固定されており、また電源装置２１の底面がケース１の底側
の開口付近にあるため、電源装置２１の底面のケーブルの接続は容易に行うことができる
。
【０１７５】
　ケーブルを接続したら、底蓋４を締めてバックル１３で底蓋４をロックし、ケース１を
通常の向きに立てる。
【０１７６】
　光源装置２３、ＣＣＵ２２といった他の収納機器についても電源装置２１と同様の手順
で組み込む。
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【０１７７】
　次に、収納機器例えばＣＣＵ２２用をＣＣＵ２２よりも寸法の小さいＣＣＵ２２ａに交
換する手順を説明する。
【０１７８】
　先ず、収納状態のケース１の底蓋４を開け、ＣＣＵ２２の底面に接続されているケーブ
ルをＣＣＵ２２から取り外し、底蓋４を閉める。
【０１７９】
　次に、上蓋２を開け、ＣＣＵコネクタ４６をＣＣＵから取り外し、収納機器押さえ板５
８を取り外し、ＣＣＵ２２を上方へ引き上げて胴３から取り出す。
【０１８０】
　このとき、ＣＣＵ２２の前後左右方向を固定している仕切り板５１の上端には、指が通
る程度の大きさの切り欠き５９ｃ、５９ｄが形成されているため、この部分からＣＣＵ２
２を掴むことにより、容易にＣＣＵ２２を上方に引き上げることができる。
【０１８１】
　次に、図１５に示す形状のブラケット９１、９２をＣＣＵ２２ａに取り付ける。これに
より、ブラケット９１、９２を取り付けられたＣＣＵ２２ａの寸法はＣＣＵ２２と等価に
なる。
【０１８２】
　ブラケット９１、９２を取り付けたＣＣＵ２２ａをＣＣＵ２２用の収納スペースにＣＣ
Ｕ２２ａを差し込み、収納機器押さえ板５８を取り付け、ＣＣＵコネクタ４６をＣＣＵに
接続し、上蓋２を閉じる。
【０１８３】
　このとき、ブラケット９１、９２を取り付けられたＣＣＵ２２ａの外形寸法はＣＣＵ２
２と等価であるため、ＣＣＵ２２ａはＣＣＵ２２用の収納スペースに確実に固定されて収
納される。従って、ケース１の運搬時の振動等を受けても、ＣＣＵ２２ａのガタツキは無
く、ＣＣＵ２２ａの破損等が防止されている。
（効果）
　以上述べた本実施の形態に係る内視鏡システムによれば、以下に挙げる効果が得られる
。
【０１８４】
　伸縮自在に長さを変更且つ固定できる伸縮ポール１０２を設け、伸縮ポール１０２の上
端にボール雲台１０４を介してＬＣＤ２７を取り付けたため、使用時にＬＣＤ２７を見易
い高さ位置に自在に変更且つ固定することができる。伸縮ポール１０２は、入れ子になっ
た径の異なる複数の筒１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにより構成され、収納時には最も太
い筒１０２ａ内に内側の筒１０２ｂ、１０２ｃを収納でき、また伸縮ポール１０２はケー
ス１内に縦長に配置されているため、ケース１内での占有面積が少く、収納スペースを抑
えられる。また、伸縮ポール１０２は可撓性が無いため十分な強度を確保できる。ＬＣＤ
２７は、ＬＣＤ２７の倒れ角を自在に変更且つ固定できるボール雲台１０４を介して伸縮
ポール１０２の上端に取り付けられているため、使用時にはＬＣＤ２７を見易い倒れ角に
調整することができ、また収納時にはＬＣＤ２７を倒して収納することにより収納スペー
スの高さ方向を節約することができ収納スペースを抑えられる。
【０１８５】
　伸縮ポール１０２をケース１内の縁寄りに配置し、ＬＣＤ２７を倒して収納する際は、
伸縮ポール１０２の反対側すなわちケース１内の中側寄りに向かってＬＣＤ２７を倒して
収納するようにしたため、ケース１の天井面積がＬＣＤ２７を倒したときの面積に対して
余裕のある場合には、ＬＣＤ２７を収納するためにケース１の天井面積を広げる必要がな
く、効率よく収納することができる。
【０１８６】
　収納時に倒して収納されたＬＣＤ２７は、上蓋２内のスペースに位置するため、改めて
ＬＣＤ２７のための収納スペースを必要とせず、収納スペースを抑えられる。
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【０１８７】
　ＬＣＤ２７を収納する際には、ＤＣケーブル３４、映像信号ケーブル３７といったケー
ブルを予め接続した状態で収納するようにしたため、使用時にケーブルを接続する作業や
収納時にケーブルを取り外す作業を省くことができる。
【０１８８】
　伸縮ポール１０２をケース１内の前側寄りつまり操作者の立ち位置寄りの位置に配置し
、ＬＣＤ２７を倒して収納する際にはＬＣＤ２７を後側つまり操作者側から見て奥側に倒
して収納するようにし、ＬＣＤ２７の表示面２７ａが上向きになるようにして収納したこ
とにより、使用時にＬＣＤ２７を起上させると表示面２７ａが前側つまり操作者側を向き
、操作性を向上することができる。
【０１８９】
　ケース１の底側に開閉可能な底蓋４を設けたので、電源装置２１、ＣＣＵ２２、光源装
置２３といった収納機器の底面に接続するケーブルの接続や取り外しの作業効率を向上で
きる。
【０１９０】
　ケース１を持ち運ぶために、１個の上部取っ手１４に加えて、２個の側部取っ手１５を
設けたため、１人でも２人でも持ち運び易くなる。
【０１９１】
　ＣＣＵ２２、光源装置２３といったスイッチ操作を頻繁に行う収納機器は、上蓋２を開
けた際の胴３の開口面において中央寄りに配置されているため、スイッチ操作の操作性が
向上する。
【０１９２】
　ＬＧコネクタ４４は光源装置２３に接続され、ＣＣＵコネクタ４６はＣＣＵ２２に接続
された状態でケース１内に収納するようにしたため、運搬時の振動等によってＬＧコネク
タ４４、ＣＣＵコネクタ４６が破損することを防止でき、また収納する際の取り外す作業
や使用する際の接続する作業を省ける。
【０１９３】
　ケース１内にＬＧケーブル収納スペース４７を設け、収納時にはＬＧケーブル４３をＬ
Ｇケーブル収納スペース４７に収納するようにしたので、上蓋２を閉める際にＬＧケーブ
ル４３が挟まることを防止でき、また運搬時の振動等によってＬＧケーブル４３と他の部
材が緩衝することを防止できる。
【０１９４】
　蓋２を開けた際の胴３の開口面付近にケーブル端固定具１２１を設け、ＤＣケーブル３
５、映像信号ケーブル４８、音声信号等ケーブル３９といった外部機器接続用ケーブルの
外部機器側端のコネクタをケーブル端固定具１２１に固定し、収納機器側端のコネクタを
予め収納機器に接続した状態で収納したため、外部機器を接続して使用する際に外部機器
から延出する外部機器ケーブル１２３を容易に接続でき、また外部機器を接続して使用す
る際に外部機器接続用ケーブルの収納機器側端を改めて接続する作業を省くことができ、
また外部機器を接続せずに内視鏡システムを使用する際に外部機器接続用ケーブルが作業
の邪魔にならず、また収納時に外部機器接続用ケーブルがケース１内で絡まることや破損
することを防止できる。
【０１９５】
　ケーブル端固定具１２１を設ける代わりに、蓋２を開けた際の胴３の開口面付近にケー
ブル端保持具３６を設ける場合には、ＤＣケーブル３５、映像信号ケーブル４８、音声信
号等ケーブル３９といった外部機器接続用ケーブルの外部機器側端のコネクタ付近をケー
ブル端保持具３６に掛止し、収納機器側端のコネクタを予め収納機器に接続することによ
り、外部機器を接続して使用する際に外部機器接続用ケーブルをケーブル端保持具３６か
ら取り外して外部機器接続用ケーブルを外部機器に接続するのみで容易に外部機器に接続
することができ、また外部機器を接続して使用する際外部機器接続用ケーブルの収納機器
側端を改めて接続する作業を省くことができ、また外部機器接続用ケーブルを直接外部機
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器に接続できるため外部機器から延出する外部機器ケーブル１２３を不要にでき、また外
部機器を接続せずに内視鏡システムを使用する際に外部機器接続用ケーブルが作業の邪魔
にならず、また収納時に外部機器接続用ケーブルがケース１内で絡まることや破損するこ
とを防止できる。
【０１９６】
　電源装置２１、ＣＣＵ２２、光源装置２３といった収納機器を前後左右上下の６方向の
内５方向から移動を規制してケース１に固定する仕切り板５１、５２、５３、５４、つば
５４といった部材に加え、残り１方向の移動を規制する部材である収納機器押さえ板５８
を設け、この収納機器押さえ板を収納ネジ５７により取り外し可能にしたことにより、収
納機器は前後左右上下の６方向すべての移動を規制されているため運搬時の振動等による
収納機器の破損が防止され、また収納機器押さえ板を取り外すことにより収納機器を収納
スペースから容易に取り外すことができる。
【０１９７】
　ＣＣＵ２２といった収納機器の収納スペースを形成する仕切り板５１、５２の上端の収
納機器を挟んで対向する２個所に指が通る程度の大きさの切り欠き５９ｃ、５９ｄを形成
したことにより、収納機器を収納スペースから取り出す際に収納機器を把持し易くなり保
守性が向上し、また収納機器を把持し易くするため余裕スペースを収納スペースから削減
できる。
【０１９８】
　収納機器例えばＣＣＵ２２用の収納スペースに外形寸法がＣＣＵ２２よりも小さい収納
機器例えばＣＣＵ２２ａを収納する際に、ＣＣＵ２２ａに取り付けると外形寸法がＣＣＵ
２２と等価になるようなブラケット９１、９２をＣＣＵ２２ａに取り付けて、ブラケット
９１、９２を取り付けたＣＣＵ２２ａをＣＣＵ２２用の収納スペースに収納するようにし
たため、ＣＣＵ２２ａはＣＣＵ２２用の収納スペース内に確実に固定され、運搬時の振動
等によってＣＣＵ２２ａといった収納機器が破損することを防止できる。また、同様にブ
ラケットを使用すれば、電源装置２１の代わりに、電源装置２１よりも外形寸法の小さい
バッテリ等を電源装置２１用の収納スペースに収納することもできる。
【０１９９】
　収納時に操作部４１を固定するための操作部押さえ衝撃吸収部材６５を設けたため、ケ
ース１の運搬時の振動等によって操作部４１が操作部４１用の収納個所から飛び出してし
まうこと等による操作部４１の破損を防止できる。また、操作部押さえ衝撃吸収部材６５
を上蓋２内に配置し、上蓋２を閉じる際に連動して操作部押さえ衝撃吸収部材６５が操作
部４１を押さえ付ける構成としたため、操作部押さえ衝撃吸収部材６５を操作するための
特段の作業を不要にできる。
【０２００】
　挿入部４２を巻き取って収納する挿入部収納ドラム４９の回動に対して摩擦抵抗を与え
る部材であるスポンジ７２を設けたため、挿入部４２を巻き取る際に挿入部収納ドラム４
９から手を離した反動等で挿入部収納ドラム４９が逆回動して挿入部４２が弛むことを防
止でき、また挿入部４２を取り出す際に挿入部収納ドラムが回動し過ぎて挿入部４２が弛
むことを防止できる。
【０２０１】
　収納時に挿入部収納ドラム４９を押さえ付けて固定するドラム押さえ衝撃吸収部材８２
を設けたため、運搬時の振動等によって挿入部収納ドラム４９に巻き付けた挿入部４２が
弛んでしまうことを防止できる。また、ドラム押さえ衝撃吸収部材８２を上蓋２内に配置
し、上蓋２を閉じる際に連動してドラム押さえ衝撃吸収部材８２が挿入部収納ドラム４９
を押さえ付ける構成としたため、ドラム押さえ衝撃吸収部材８２を操作するための特段の
作業を不要にできる。
【０２０２】
　挿入部収納ドラム４９に挿入部飛び出し防止部材７８を備えたことにより、挿入部４２
の出し入れ時やケース１の運搬時等に挿入部４２が弛んだ際に、挿入部が挿入部収納用ド
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ラム４９の円板７３ａ、７３ｂからはみ出してしまって挿入部収納ドラム４９と仕切り板
５１との間等の隙間に挟まってしまうことを防止できる。
【０２０３】
　挿入部飛び出し防止部材７８の代わりに、規制板１３１ａ、１３１ｂを使用した挿入部
飛び出し防止手段を設けた場合も、挿入部飛び出し防止部材７８と同様の効果が得られる
。
【０２０４】
　伸縮ポール１０２の上端近傍に、ＬＣＤ２７の後側に延びる板であるＬＣＤ保護板１０
７を設け、ＬＣＤ保護板１０７の上面には衝撃吸収部材１０８を貼り付け、ＬＣＤ２７の
倒れ角を変更且つ固定できるボール雲台１０４を伸縮ポール１０２の上端１０２ｄに取り
付け、ＬＣＤ２７をボール雲台１０４にＬＣＤ取り付けネジ１０５で取り付け、ＬＣＤ２
７を収納する際にはＬＣＤ２７を後側に倒してＬＣＤ２７がＬＣＤ保護板１０７上面の衝
撃吸収部材１０８に当接するようにしたので、運搬時等にＬＣＤ２７にかかる振動が衝撃
吸収部材１０８を貼り付けたＬＣＤ保護板１０７により緩衝され、応力の集中するＬＣＤ
取り付けネジ１０５にかかる応力が緩衝され、ＬＣＤ取り付けネジ１０５の破損を防止で
きる。
【０２０５】
　ＬＣＤ２７を収納するための表示装置収納ポケット１１１を設け、マジックテープ１１
５で容易に蓋部１１４を開け閉めできるようにし、ＬＣＤ２７からケーブルを取り外さな
くてもケーブルが通り抜けられる切り欠きを表示装置収納ポケット１１１に形成したため
、ＬＣＤ２７を表示装置保持手段に取り付けずにケース１外に置いて使用する際に、ＬＣ
Ｄ２７を容易にケース１から出し入れできる。
【０２０６】
　なお、本発明は、以上述べた実施の形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を
逸脱しない範囲で種々変形実施可能である。
【０２０７】
　ケース１に収納される収納機器等の配置は、例えば本実施の形態と左右逆に配置されて
もよい。
【０２０８】
　伸縮ポール１０２を構成する筒の数は、実施の形態で述べたような３個に限らず、２個
以上の何個でも構わない。
【０２０９】
　挿入部飛び出し防止部材７８の配設個数は、実施の形態で述べたような２個に限らず、
何個でも構わない。
【０２１０】
　内視鏡システムは、医療用途に限らず、各種産業用途に使用してもよい。例えば、配管
の検査に使用してもよい。
【０２１１】
　ところで、本実施の形態の内視鏡システムを構成する各部について、これらを本実施の
形態で説明したような構成とした背景を以下に補足する。
【０２１２】
　従来の内視鏡システム、例えば特願平８－２２４０６８では、収納機器の操作面がケー
スの開口側に面するように収納機器をケースに収納する構成が示されている。しかしなが
ら、ケーブル接続のためのコネクタが操作面と反対側の面に配設されているような収納機
器をケースに収納しようとする際には、予めケーブルを接続した状態で収納機器をケース
に収納しなければならず、ケーブルが邪魔になって収納し辛かった。この問題点に鑑みて
、本実施の形態では、ケース１に底蓋４を取り付けた。
【０２１３】
　従来の内視鏡システム、例えば米国特許明細書第５３２３８９９号では、ケースを持ち
運ぶための取っ手をケースの上面に設けた構成が示されており、１人でこの取っ手を掴ん
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でケースを持ち運ぶことができた。しかしながら、ケースを持ち運ぶ場合には、１人で持
ち運んだ方が良い場合や２人で持ち運んだ方が良い場合がある。例えば、人手の足りない
場合には１人で運んだ方が有利な場合がある。また、ケースを持ち運んで狭い通路を通過
しようとする場合には、１人でケースを持ち運ぶ際はケースの奥行きに自分の体の幅を加
えた幅より狭い幅の通路は通過しにくいが、２人で持ち運べば体の幅かケースの奥行きの
内大きい方の幅以上ある通路であれば通過できるため、２人で持ち運ぶ方が有利となる。
この問題点に鑑みて、本実施の形態では、ケース１に上部取っ手１４及び２個の側部取っ
手１５を取り付けた。
【０２１４】
　従来の内視鏡システム、例えば特願平８－２２４０６８号では、外部の表示装置等の外
部機器に映像信号等を供給するためのコネクタがケース内に設けられ、外部機器に接続し
て内視鏡システムを使用する際には、このコネクタと外部機器とをケーブルで接続する構
成が示されている。また、本実施の形態においても、ケーブル端固定具１２１を設けて、
ケーブル端固定具１２１に固定されているコネクタと外部機器とを外部機器ケーブル１２
３で接続する構成を示している。しかしながら、これらの構成例えばケーブル端固定具１
２１を設けた構成の場合、１本の外部機器ケーブル１２３を接続するために外部機器ケー
ブル１２３の両端にある２個のコネクタを接続する作業が生じてしまう。ここで、外部機
器ケーブル１２３のコネクタ接続の作業を軽減するために、外部機器ケーブル１２３の収
納機器側端のコネクタをケーブル端固定具１２１に固定されているコネクタに接続した状
態で収納しようとすると、ケース１の運搬時の振動等により外部機器ケーブル１２３がケ
ース１内で動いてしまい、外部機器ケーブル１２３が断線する等の不具合が生じる恐れが
あった。この問題点に鑑み、本実施の形態では、ケーブル端固定具１２１を設けた構成例
に加えて、ケーブル端保持具３６を設けた構成例を示した。
【０２１５】
　従来の内視鏡システム、例えば米国特許明細書第５３２３８９９号では、光源装置等の
収納機器をケースに固定するために、収納機器の前後左右上下の６方向の内上方向を除く
５方向の移動を規制して収納機器を固定する部材をケースに取り付けて、収納機器をケー
スに収納する構成が示されていた。しかしながら、運搬時の振動等により、移動を規制さ
れていない上方向から収納機器が飛び出して破損してしまう恐れがあった。この問題点に
鑑みて、本実施の形態では、収納機器押さえ板５８を取り付けた。
【０２１６】
　従来の内視鏡システム、例えば米国特許明細書第５３２３８９９号では、光源装置等の
収納機器をケースに固定するために、収納機器の前後左右上下の６方向の内上方向を除く
５方向の移動を規制して収納機器を固定する部材をケースに取り付けて、収納機器をケー
スに収納する構成が示されていた。しかしながら、収納機器の保守等のために収納機器を
ケースから取り出そうとする際に、収納機器と収納機器を固定する部材との隙間が狭いと
収納機器を取り出しにくく、また取り出し易いように隙間を広げると必要な収納スペース
が大きくなりケースが大きくなってしまう。この問題点に鑑みて、本実施の形態では、仕
切り板５１、５２に切り欠き５９ａ、５９ｂ、５９ｃ、５９ｄを形成した。
【０２１７】
　従来の内視鏡システムでは、電源装置、ＣＣＵ、光源装置等の収納機器を収納するため
の収納スペースに、元々収納されている収納機器と外形寸法の異なる収納機器を収納する
ための手段は設けられていなかった。このため、元々収納されている収納機器より外形寸
法の小さい収納機器を収納しようとした場合、運搬時の振動等により収納機器が収納スペ
ース内でガタついてしまい、収納機器が破損する恐れがあった。この問題点に鑑み、本実
施の形態では、収納機器例えばＣＣＵ２２用の収納スペースにＣＣＵ２２よりも外形寸法
の小さい収納機器例えばＣＣＵ２２ａを収納しようとする際に、ブラケット９１、９２を
ＣＣＵ２２ａに取り付けて、ブラケット９１、９２を取り付けたＣＣＵ２２ａの外形寸法
をＣＣＵ２２の外形寸法と等価にし、ブラケット９１、９２を取り付けたＣＣＵ２２ａを
ＣＣＵ２２用の収納スペースに収納するようにした。
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【０２１８】
　従来の内視鏡システム、例えば特願平８－２２４０６８号では、内視鏡の操作部を掛止
して保持する操作部保持具をケース内に配置した構成が示されている。しかしながら、運
搬時の振動等により、操作部が操作部保持具から飛び出し破損する恐れがあった。この問
題点に鑑み、本実施の形態では、操作部押さえ衝撃吸収部材６５を配設した。
【０２１９】
　従来の内視鏡システム、例えば特開平８－１５２５６３号や特願平８－２２４０６８号
では、内視鏡の挿入部を巻き取って収納するための回動可能な挿入部収納ドラムをケース
に設けた構成が示されている。しかしながら、挿入部を挿入部収納ドラムから取り出す際
等に、挿入部収納ドラムが回りすぎて挿入部が弛んでしまう恐れ等があった。この問題点
に鑑み、本実施の形態では、挿入部収納ドラムの回動に摩擦抵抗を与えるための部材であ
るスポンジ７２を設けた。
【０２２０】
　従来の内視鏡システム、例えば特開平８－１５２５６３号や特願平８－２２４０６８号
では、内視鏡の挿入部を巻き取って収納するための回動可能な挿入部収納ドラムをケース
に設けた構成が示されている。しかしながら、挿入部収納ドラムを回動させて挿入部を出
し入れする際やケースの運搬時に振動を受けて挿入部収納ドラムが回動してしまった際等
に、挿入部が弛んで挿入部収納ドラムから飛び出し、挿入部収納ドラムの近傍に配設され
ている部材に挟まって、挿入部が抜けなくなったり破損してしまう恐れがあった。この問
題点に鑑み、本実施の形態では、挿入部飛び出し防止部材７８、或いは挿入部飛び出し防
止部材７８の代わりに規制板１３１ａ、１３１ｂ等により構成される挿入部飛び出し防止
手段を設けた。
【０２２１】
　従来の内視鏡システム、例えば特願平８－２２４０６８号では、多関節アーム等の上端
に表示装置の倒れ角を自在に変更且つ固定できる表示装置倒れ角調整手段を取り付け、表
示装置倒れ角調整手段に備えられた３脚ネジ等の取り付けネジにより表示装置倒れ角調整
手段に表示装置を取り付けた構成が示されている。しかしながら、運搬時等に表示装置が
振動を受け、表示装置を表示装置倒れ角調整手段に取り付けている取り付けネジに応力が
集中し、ＬＣＤ取り付けネジ及びこの近傍が破損してしまう恐れがあった。この問題点に
鑑み、本実施の形態では、ＬＣＤ保護板１０７及びＬＣＤ１０７の上面に貼り付けた衝撃
吸収部材１０８を設けた。
【０２２２】
　従来の内視鏡システム、例えば特願平８－２２４０６８号では、ケースに取り付けられ
た多関節アーム等から構成される表示装置保持手段に表示装置を取り付けた構成が示され
ている。しかしながら、表示装置保持手段に表示装置を取り付けて表示装置を使用するよ
りも、状況に応じて表示装置を表示装置保持手段から取り外し、ケース外の例えば検査対
象物の近傍等に表示装置を置いて使用した方が操作性が良い場合がある。このような場合
、表示装置を使用する度に表示装置保持手段から取り外したり、表示装置を収納する度に
表示装置保持手段に取り付けていると操作性が悪かった。この問題点に鑑み、本実施の形
態では、表示装置収納ポケット１１１を設けた。

（第２の実施の形態）
　図３１乃至図３６は第２の実施の形態に係り、図３１は上蓋開放状態での収納スペース
の配置を説明する図（平面図）、図３２は仕切り板の配置を説明する図（正面図）、図３
３は上蓋開放状態での胴内の機器配置を説明する図（（Ａ）は平面図、（Ｂ）は正面図）
、図３４は取扱説明書収納具の構成及び配置個所を説明する図（（Ａ）はケース内での収
納個所を説明する平面図、（Ｂ）は構成を説明する斜視図、（Ｃ）はケース内での収納個
所を説明する正面図）、図３５はＣマウントカメラの配置個所を説明する図（（Ａ）は上
蓋の開口面を見た図、（Ｂ）は上蓋の正面図）、図３６は、使用時の内視鏡システムの外
観を示す図（右側面図）である。
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【０２２３】
　なお、本実施の形態で説明しない部位の構成は、第１の実施の形態で説明した構成と同
様である。第１の実施の形態に係る内視鏡システムを構成する内視鏡は、先端部に備えら
れた撮像手段から電気信号により観察像を手元側まで伝送するビデオスコープであったが
、本実施の形態に係る内視鏡システムを構成する内視鏡は、先端部からイメージガイドフ
ァイバ等で観察像を光学的に手元側まで伝送し必要に応じて手元側で観察像を撮像するフ
ァイバスコープである。
【０２２４】
　図３１乃至図３３を使用して、収納機器の収納スペースの構成を説明する。
【０２２５】
　図３１に示すように、胴３内には、ＣＣＵ２２、光源装置２３、電源装置２１といった
収納機器を収納するスペースが確保するための金属板等で形成された仕切り板３０１～３
０４が配設されている。
【０２２６】
　仕切り板３０１～３０４や挿入部収納ドラム４９には、複数の棒３０５、３０６が取り
付けられており、これらの棒３０５、３０６には、仕切り板３０１～３０４や挿入部収納
ドラム４９を支持し且つ振動や落下による衝撃を吸収するためのゴム等で円柱状或いは角
柱状等に形成された衝撃吸収部材３０７が嵌合する等してそれぞれ固定されており、これ
ら衝撃吸収部材３０７は、図３２に示すように、胴３の上下のフレーム９、１０に取り付
けられている。
【０２２７】
　図３１乃至図３２に示すように、仕切り板３０１～３０４の下端には、ＣＣＵ２２、光
源装置２３、電源装置２１の底面が下側に落ち込むことを防止するための断面がコの字状
の金属板等で形成された底面押え３１１～３１３が、それぞれ仕切り板３０１～３０４の
内対向する２枚に跨ってこれら２枚を挟み込むように下方から取り付けられ固定されてい
る。つまり、底面押え３１１～３１３は、対向する２つの端部で仕切り板３０１～３０４
に固定されている。
【０２２８】
　底面押え３１１～３１３の上面側つまり収納機器と接する側の表面には、スポンジ等で
形成された衝撃吸収部材３１４～３１６が貼られている。
【０２２９】
　図３１、図３３に示すように、仕切り板３０１～３０４の上端には、上方からネジを螺
合させることができるネジ受け部材３０８～３１０のが取り付けられている。
【０２３０】
　図３３に示すように、仕切り板３０１～３０４の上端のネジ受け部材３０８～３１０が
取り付けられている位置には、ＣＣＵ２２、光源装置２３、電源装置２１といった収納機
器の上面を上方から押さえ付けて収納機器が飛び出すことを防止するための収納機器押え
板３３０～３３３が取り付けられるようになっている。
【０２３１】
　収納機器押え板３３１は、断面がコの字状に形成されており、仕切り板３０１～３０４
の内対向する２枚の上端に跨ってこれら２枚を挟み込むように取り付けられるようになっ
ている。
【０２３２】
　収納機器押え板３３０～３３３にはそれぞれネジを挿通できる穴が形成されており、こ
の穴に上方からネジ５７を挿通させてネジ受け部材３０８～３１０に螺合させることによ
り、収納機器押え板３３０～３３３は仕切り板３０１～３０４の上端に固定されるように
なっている。また、ネジ５７を取り外すことで、容易に収納機器押え板３３０～３３３を
仕切り板３０１～３０４の上端から取り外すことができるようになっている。
【０２３３】
　収納機器押え板３３０～３３３の下面側つまり収納機器と接触する側の表面には、スポ
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ンジ等でできた衝撃吸収部材３３４～３３７が貼られている。また、胴構造部材７、仕切
り板３０１～３０４、ネジ受け部材３０９には、ＣＣＵ２２、光源装置２３、電源装置２
１の周囲を取り囲むようにスポンジ等でできた衝撃吸収部材３１７～３２８が貼られてい
る。これらにより、収納機器に傷が付くことを防止している。
【０２３４】
　図３３に示すように、第１の実施の形態に係るビデオスコープである内視鏡２４（図１
参照）を収納する際と同様に、本実施の形態に係るファイバスコープである内視鏡３５３
の図示しない挿入部４２は挿入部収納ドラム４９に巻き取り収納され、操作部４１は操作
部保持具４８に収納され、ＬＧケーブル４３は光源装置２３に接続され、ＬＧケーブル収
納部４７に収納される。
【０２３５】
　図３４に示すように、胴３内の後端の挿入部収納ドラム４９と胴３との間の位置には、
取扱説明書３４１、３４２を収納する取扱説明書収納具３４０を収納するための収納スペ
ースが確保されている。
【０２３６】
　取扱説明書収納具３２０用の収納スペースの左右の両側には２つの仕切り部材３３８が
設けられ、また下側には仕切り部材３３９が設けられており、取扱説明書収納具３２０が
収納スペースに収まるようになっている。
【０２３７】
　取扱説明書収納具３４０は、例えば長方形の厚紙やプラスチック板等を折畳式に形成し
たものであり、内面には、例えば長方形の厚手のビニール等で形成されたシートが、この
シートの隣り合う２辺の縁の部分（図３４（Ｂ）中の斜線部分）で貼り付けられており、
他の２辺の部分から取扱説明書３４１、３４２といった書類を挟み込んで収納できるよう
になっている。
【０２３８】
　取扱説明書収納具３４０に収納する取扱説明書３４１、３４２は、それぞれ寸法の異な
る書類であってもよい。
【０２３９】
　取扱説明書収納具３４０に取扱説明書３４１、３４２を収納したら、取扱説明書収納具
３４０を折り畳み、胴３内の収納スペースに取扱説明書収納具３４０ごと収納する。取り
出す時は、収納スペースから取扱説明書収納具３４０ごと取り出す。
【０２４０】
　図３１及び図３５に示すように、第１の実施の形態（図５参照）のようなＬ字形部材８
１（ドラム押え）及びＬ字形部材６９（操作部押え）を上蓋２に設ける代わりに、本実施
の形態では、これらを一体に形成したＬ字形部材３４３が上蓋２に取り付けられている。
【０２４１】
　このＬ字形部材３４３の操作部収納ドラム４９や操作部４１に接する面の表面には、衝
撃吸収部材３４４が貼られており、上蓋２を閉めると、第１の実施の形態と同様に、上蓋
２に連動した衝撃吸収部材３４４により挿入部収納ドラム４９及び操作部４１が上方から
押さえ付けられるようになっている。
【０２４２】
　一方、上蓋２及びＬ字形部材３４３で囲まれた上蓋２内のスペースは、撮像手段である
ＣマウントＴＶカメラ３５０及びＣマウントアダプタ３５１を収納する収納スペース３４
８として使用される。
【０２４３】
　収納スペース３４８は、左右の２方向を除く４方向の内、上蓋２及びＬ字形部材３４３
により３方向が囲まれている。残り１方向は、例えば略長方形の布地或いはゴム紐等によ
り形成されたバンド３４５により閉じることができるようになっている。バンド３４５の
一端は上蓋２の内面つまり天井面に固定されており、他端はＬ字形部材３４３の下面の一
部に、バンド３４５及びＬ字形部材３４３の対向する個所にそれぞれ貼り付けられたマジ
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ックテープ３４７により、自在に貼り付けたり剥がしたりできるように貼り付けられる。
【０２４４】
　つまり、収納スペース３４８に、ＣマウントＴＶカメラ３５０及びＣマウントアダプタ
３５１を収め、バンド３４５をマジックテープ３４７で閉じることにより、ＣマウントＴ
Ｖカメラ３５０及びＣマウントアダプタ３５１は、バンド３４５の締め付けられて収納ス
ペース３４８に固定されるようになっている。
【０２４５】
　Ｌ字形部材３４３のＣマウントＴＶカメラ３５０及びＣマウントアダプタ３５１に接す
る側の面には、スポンジ等で形成された衝撃吸収部材３４９が貼り付けられており、Ｃマ
ウントＴＶカメラ３５０及びＣマウントアダプタ３５１に傷がつくことを防止している。
【０２４６】
　ＣマウントＴＶカメラ３５０とＣマウントアダプタ３５１とＣＣＵケーブル３５２とは
接続された状態で収納スペース３４８に収納され、ＣＣＵケーブル３５２の他端はＣＣＵ
２２に接続されている。
（作用）
　以下に、内視鏡システムの使用手順の一例に沿って、内視鏡システムの作用を説明する
。なお、第１の実施の形態で既に説明されている内容については説明を省略する。
【０２４７】
　先ず、第１の実施の形態と同じ要領で、ケース１を使用する現場まで運搬する。
【０２４８】
　運搬時に振動等を受けても、仕切り板３０１～３０４は衝撃吸収部材３０７を介して胴
３の上下のフレーム９、１０に固定されているため、仕切り板３０１～３０４からフレー
ム９、１０に加わる衝撃が緩衝される。また、ケース１から仕切り板３０１～３０４に伝
播する振動が緩衝される。
【０２４９】
　また、収納機器の下方側を規制するための底面押え３１１～３１３は、それぞれ両端で
仕切り板３０１～３０４に固定されて支えられているため、衝撃等により変形しにくい。
また、底面押え３１１～３１３は、それぞれ仕切り板３０１～３０４の内対向する２枚に
跨ってこれら２枚を挟み込んでいるため、仕切り板３０１～３０４も変形しにくい。
【０２５０】
　現場に到着したら、第１の実施の形態と同じ要領で、上蓋２を開け、伸縮ポール１０２
を伸ばしてＬＣＤ２７を見易い高さ位置に設置し、ボール雲台１０４を操作してＬＣＤ２
７を見易い倒れ角に調整する。
【０２５１】
　次に、第１の実施の形態と同じ要領で、内視鏡３５３の操作部４１を取り外し、挿入部
４２を取り出し、ＬＧケーブル４３を取り出し、光学アダプタ２６を取り出して内視鏡３
５３に取り付ける。
【０２５２】
　そして、バンド３４５をＬ字形部材３４３から剥がし、収納スペース３４８に収納され
ていたＣマウントＴＶカメラ３５０及びＣマウントアダプタ３５１を取り出し、これらを
内視鏡３５３の接眼部３５４（図３６参照）に接続する。
【０２５３】
　この時、ＣマウントＴＶカメラ３５０とＣマウントアダプタ３５１とＣＣＵケーブル３
５２とは既に接続されているため、使用時に改めて接続する作業は不要である。
【０２５４】
　以上により、内視鏡システムは図３６に示すような使用状態の配置となる。
【０２５５】
　内視鏡システムが使用状態の配置となったら、第１の実施の形態と同じ要領で電源を入
れ、内視鏡システムを使用する。
【０２５６】
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　内視鏡システムの使用中に取扱説明書３４１、３４２を見る場合には、胴３から取扱説
明書収納具３４０を取り出し、取扱説明書収納具３４０を開いて取扱説明書３４１、３４
２を取り出す。この時、取扱説明書３４１、３４２は、取扱説明書収納具３４０に収納し
た状態で、ケース１に収納されているため、異なる寸法の取扱説明書３４１、３４２が混
在していても、取り出しや収納を容易に行える。
【０２５７】
　内視鏡システムの使用が終了して、第１の実施の形態と同じ要領で電源を切ったら、内
視鏡３５３の接眼部３５４からＣマウントＴＶカメラ３５０及びＣマウントアダプタ３５
１を取り外し、ＣマウントＴＶカメラ３５０とＣマウントアダプタ３５１とＣＣＵケーブ
ル３５２とを接続したままの状態で、収納スペース３４８に収納し、バンド３４５をＬ字
形部材３４３に貼り付ける。
【０２５８】
　後は、第１の実施の形態と同じ要領で、各部材をケース１に収納する。
（効果）
　本実施の形態によれば、以下に挙げる効果が得られる。
【０２５９】
　衝撃吸収部材３０７を介して仕切り板３０１～３０４を胴３の上下のフレーム９、１０
に固定したため、振動や落下等により仕切り板からフレーム９、１０に加わる衝撃が緩衝
され、フレーム９、１０の変形を防止できる。また、運搬時等にケース１から仕切り板３
０１～３０４に伝播する振動が緩衝されるため、収納機器の破損を防止できる。
【０２６０】
　本実施の形態では、収納機器の下方側を規制するために設けていた第１の実施の形態に
係るつば５４の代わりに、底面押え３１１～３１３を設けた。第１の実施の形態のつば５
４は１端で仕切り板に支えられていたが、本実施の形態の底面押え３１１～３１３は２端
で仕切り板３０１～３０４に固定されて支えられているため、衝撃等により変形しにくく
なる。また、底面押え３１１～３１３は、それぞれ仕切り板３０１～３０４の内対向する
２枚に跨ってこれら２枚を挟み込んでいるため、仕切り板３０１～３０４も変形しにくく
なる。
【０２６１】
　取扱説明書３４１、３４２を取扱説明書収納具３４０に収納した状態で、ケース１に収
納するようにしたので、異なる寸法の取扱説明書３４１、３４２が混在していても、取り
出しや収納を容易に行える。
【０２６２】
　Ｌ字形部材３４３と上蓋２との間のスペースにＣマウントＴＶカメラ３５０及びＣマウ
ントアダプタ３５１を収納するようにしたため、改めて収納スペースを確保しなくても済
み、収納の効率が向上する。

（第３の実施の形態）
　図３７乃至図３８は第３の実施の形態に係り、図３７は胴内の記録装置の配置を説明す
る図（平面図）、図３８は記録装置を収納する手段の構成を説明する図（（Ａ）正面図は
、（Ｂ）は平面図、（Ｃ）は右側面図、（Ｄ）は左側面図）である。
【０２６３】
　なお、本実施の形態で説明しない部位の構成は、第２の実施の形態で説明した構成と同
様である。
（構成）
　図３７乃至図３８を使用して、電子映像、音声等を記録する記録装置３５５を収納する
ための構成を説明する。
【０２６４】
　記録装置３５５は、ＣＣＵ２２用の収納スペースにＣＣＵ２２と共に収納されるため、
先ず、収納機器押え板３３１，３３０（図３３（Ａ）参照）を取り外し、ＣＣＵ２２を収
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納スペースから取り出し、衝撃吸収部材３１７，３１８，３２０（図３３（Ａ）参照）を
剥がす。
【０２６５】
　次に、ＣＣＵ２２と記録装置３５５とを以下に説明する一体化部材３５６を使って接続
する。
【０２６６】
　一体化部材３５６は、上方から見ると略コの字状（図３８（Ｄ）参照）をしており、例
えば記録装置３５５の後面とＣＣＵ２２の前面とを重ねあわせ、記録装置３５５の前面側
から、重ねあわせられた記録装置３５５及びＣＣＵ２２の右側面及び左側面を覆うように
、一体化部材３５６を外嵌するようになっている。
【０２６７】
　一体化部材３５６の側面には、記録装置３５５やＣＣＵ２２の側面から突き出たビスを
避けるため穴３６０が形成されている。また、記録装置３５５やＣＣＵ２２に内蔵された
空冷用のファンの通気口に対応する位置には、図示しない通気口が形成されている。
【０２６８】
　記録装置３５５及びＣＣＵ２２の左右の側面には、図示しないネジ穴が形成されており
、またこれらのネジ穴に対応する一体化部材３５６の位置には、ネジを挿通できる穴が形
成されている。この穴にネジ３５９を挿通させ、ネジ穴に螺合させることにより、記録装
置３５５及びＣＣＵ２２は、一体化部材３５６に固定される。
【０２６９】
　記録装置３５５及びＣＣＵ２２を一体化部材３５６により接続したら、これらをＣＣＵ
２２が収納されていた収納スペースに収納する。
【０２７０】
　一体化部材３５６の外面には、衝撃吸収部材３６１～３６６が貼られており、運搬時の
振動等による破損を防止している。
【０２７１】
　一体化部材３５６の上端には、外向きのつば３５７、３５８は形成されており、つば３
５７、３５８のネジ受け部材３０９、３０８に対応する位置には、ネジを挿通できる穴が
形成されている。この穴にネジ５７を挿通させ、ネジ受け部材３０９、３０８に螺合する
ことにより、一体化部材３５５はネジ受け部材３０９、３０８に固定される。
（効果）
　本実施の形態によれば、以下に挙げる効果が得られる。一体化部材３５６を使用するこ
とにより、１つの収納スペースに２つの機器を収納できる。

[付記]
（１）内視鏡と、前記内視鏡と共に使用する例えば光源装置、電源装置、撮像制御装置、
表示装置といった前記内視鏡の周辺装置と、前記内視鏡及び前記周辺装置を一体に収納す
るケースと、を有する内視鏡システムにおいて、入れ子になった複数の筒から構成され、
且つ最外周の筒が前記ケース内に上下に長く取り付けられ、且つ最内周の筒の上端に前記
表示装置を取り付け、且つ各筒の１つ内周の筒の高さ位置を変更及び固定する手段を１個
以上有し、よって前記表示装置の高さ位置を自在に変更及び固定でき、且つ外周の筒に内
周の筒を収納できる伸縮自在のポールである伸縮式ポールからなる表示装置高さ位置調整
手段と、固定部分及びこの固定部分に対して倒れ角を自在に変更でき固定できる可動部分
を有し、且つ前記固定部分が前記伸縮式ポールの上端に固定され、且つ前記可動部分に前
記表示装置が固定され、よって前記伸縮式ポールに対する表示装置の倒れ角を自在に変更
及び固定でき、且つ前記表示装置を倒した状態で前記ケースに収納できる表示装置倒れ角
調整手段と、を具備したことを特徴とする内視鏡システム。
（２）前記表示装置高さ位置調整手段を前記ケース内の端寄りの位置に縦長に配置し、前
記表示装置を前記ケース内の前記伸縮式ポールの位置と反対側に倒して前記ケースに収納
できるように前記表示装置倒れ角調整手段を構成したことを特徴とする付記（１）記載の
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内視鏡システム。
（３）前記ケースは上部に開閉可能な蓋である上蓋を有し、収納時すなわち前記上蓋を閉
じた時に前記表示装置が前記上蓋内の空間に位置するように前記表示装置高さ位置調整手
段及び前記表示装置倒れ角調整手段を配置したことを特徴とする付記（１）記載の内視鏡
システム。
（４）前記表示装置の使用時に前記表示装置に接続されるケーブルが予め前記表示装置に
接続された状態で前記表示装置が前記ケース内に収納されていることを特徴とする付記（
１）記載の内視鏡システム。
（５）前記ケースに収納された状態の前記表示装置から向かって前記表示装置高さ位置調
整機構側の方向に位置する操作者が前記ケースに収納された状態の前記表示装置を起上さ
せると前記表示装置の表示面が操作者側を向くように前記表示装置が前記ケースに収納さ
れていることを特徴とする付記（１）記載の内視鏡システム。
（６）内視鏡と、前記内視鏡と共に使用する例えば光源装置、電源装置、撮像制御装置、
表示装置といった前記内視鏡の周辺装置と、前記内視鏡及び前記周辺装置を一体に収納す
るケースと、を有する内視鏡システムにおいて、前記ケースの上部側に開閉可能な蓋であ
る上蓋を備え、前記ケースの底部側に開閉可能な蓋である底蓋を備え、前記周辺装置の操
作面が前記上蓋を開けた際の前記ケースの開口面側に面し且つ前記周辺装置の操作面と反
対側のケーブル接続のためのコネクタが配設された面である底面が前記底蓋を開けた際の
前記ケースの開口面側に面するように少なくとも１個の前記周辺装置を前記ケースに配置
したことを特徴とする内視鏡システム。
【図面の簡単な説明】
【０２７２】
【図１】内視鏡の概略構成を説明する図
【図２】ケースの外観図（正面図）
【図３】ケースの外観図（右側面図）
【図４】上蓋と胴との当接部分の形状を説明する断面図
【図５】上蓋開放状態での収納機器配置を説明する図（平面図）
【図６】上蓋開放状態でのＬＣＤを取り外した収納機器配置を説明する図（平面図）
【図７】ケーブル等の配置を説明する図（正面図）
【図８】電源装置の接続ケーブル等を説明する図（右側面図）
【図９】ケーブル端固定具の配置を説明する図（正面図）
【図１０】ケーブル端保持具の配置を説明する図（平面図）
【図１１】ケーブル端保持具の配置を説明する図（正面図）
【図１２】仕切り板の配置を説明する図（平面図）
【図１３】仕切り板の配置を説明する図（正面図）
【図１４】ＣＣＵの寸法を示す図（（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面図）
【図１５】ブラケットを付けたＣＣＵの寸法を示す図（（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面図
、（Ｃ）は右側面図）
【図１６】光学アダプタ収納具の構成を説明する図
【図１７】操作部保持具の構成を示す図（平面図）
【図１８】操作部保持具等の配置を説明する図（正面図）
【図１９】操作部保持具等の配置を説明する図（右側面図）
【図２０】挿入部収納ドラムの機能概要を説明する図（平面図）
【図２１】挿入部収納ドラムの構成を説明する図（正面図）
【図２２】挿入部飛び出し防止部材の配置を説明する図（正面図）
【図２３】挿入部飛び出し防止手段の変形例の構成を示す図（（Ａ）は正面図、（Ｂ）は
右側面図）
【図２４】ドラム押さえ衝撃吸収部材の配置を説明する図（正面図）
【図２５】ドラム押さえ衝撃吸収部材の配置を説明する図（左側面図）
【図２６】収納時の表示装置保持手段の構成を示す図（右側面図）
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【図２７】使用時の表示装置保持手段の構成を示す図（右側面図）
【図２８】高さ位置調整ノブの構成を説明する図
【図２９】ボール雲台の構成を示す図（（Ａ）は正面図、（Ｂ）は右側面図）
【図３０】使用時の内視鏡システムの外観を示す図（右側面図）
【図３１】上蓋開放状態での収納スペースの配置を説明する図（平面図）、
【図３２】仕切り板の配置を説明する図（正面図）
【図３３】上蓋開放状態での胴内の機器配置を説明する図（（Ａ）は平面図、（Ｂ）は正
面図）
【図３４】取扱説明書収納具の構成及び配置個所を説明する図（（Ａ）はケース内での収
納個所を説明する平面図、（Ｂ）は構成を説明する斜視図、（Ｃ）はケース内での収納個
所を説明する正面図）
【図３５】Ｃマウントカメラの配置個所を説明する図（（Ａ）は上蓋の開口面を見た図、
（Ｂ）は上蓋の正面図）
【図３６】使用時の内視鏡システムの外観を示す図（右側面図）
【図３７】胴内の記録装置の配置を説明する図（平面図）
【図３８】記録装置を収納する手段の構成を説明する図（（Ａ）正面図は、（Ｂ）は平面
図、（Ｃ）は右側面図、（Ｄ）は左側面図）
【符号の説明】
【０２７３】
１　ケース
２　上蓋
３　胴
４　底蓋
１４　上部取っ手
１５　側部取っ手
２１　電源装置
２２　ＣＣＵ
２３　光源装置
２４　内視鏡
２６　光学アダプタ
２７　ＬＣＤ
３１　ＡＣケーブル
３２、３３、３４、３５　ＤＣケーブル
３６　ケーブル端保持具
３７、３８　映像信号ケーブル
３９　音声信号等ケーブル
４１　操作部
４２　挿入部
４３　ＬＧケーブル
４４　ＬＧコネクタ
４５　ＣＣＵケーブル
４６　ＣＣＵコネクタ
４７　ＬＧケーブル収納スペース
４８　操作部保持具
４９　挿入部収納ドラム
５１、５２、５３　仕切り板
５４　つば
５８　収納機器押さえ板
５９ａ、ｂ、ｃ、ｄ　切り欠き
６５　操作部押さえ衝撃吸収部材
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７８　挿入部飛び出し防止部材
８２　ドラム押さえ衝撃吸収部材
１０２　伸縮ポール
１０３　高さ位置調整ノブ
１０４　ボール雲台
１０５　倒れ角調整レバー
１０６　ＬＣＤ取り付けネジ
１１１　表示装置収納ポケット
１２１　ケーブル端固定具

                                                                                

【図１】 【図２】
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